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～人件費を18年連続で削減～平成30年度決算の報告 問財政改革課
　☎22-9333

※グラフや表の金額は、1万円未満を四捨五入したもので 
　あり、合計額が合わない場合があります

　平成30年度に市民の皆さまから納めていただいた税金
や、国や県からの交付金・支出金、市の借金である市債な
どがどのように使われたのかをお知らせします。
　なお、平成30年度小山市一般会計決算は、9月の市議会
に上程し、市議会閉会中の継続審議を経て、12月の市議
会で認定を受ける予定です。認定後、詳細なものを市ホー
ムページに掲載します。

市民1人当たりの歳入歳出の内訳（一般会計）
　平成30年度、市民1人当たりに使われたお金は、34万9,440
円で、このうち、17万4,962円が税金で、残りの17万4,478
円が、国・県からの補助金や市債などで賄われています。
　また、項目別の収入源と使い道は次のとおりです。

項　目 収入額
（円） 内　容

市 税 174,962 市民税、固定資産税、都市計画税、軽自動車税等
国庫支出金 50,109 市が行う特定の事業の財源として国から入るお金
市 債 31,783 市が事業を行うために、国や銀行などから借りるお金
各種交付金 26,138 国や県が徴収した税金などの一部から市に配分されるお金
県支出金 25,972 市が行う特定の事業の財源として県から入るお金
諸 収 入 25,358 貸付金の回収金、その他の収入
繰 越 金 8,248 前年度の余ったお金
地方交付税 5,504 最低限の住民サービスを維持するために国から交付されるお金
そ の 他 10,736 不動産の賃貸料、住民票等の手数料、保育料など
合 計 358,810

歳入の内訳

歳出の内訳

項　目 支出額
（円） 内　容

民 生 費 117,939 高齢者・障がい者・児童などの福祉の経費
教 育 費 38,473 小中学校の校舎などの整備、公民館の運営経費
公 債 費 37,913 市が事業を行うために借りたお金の返済金
総 務 費 34,436 市役所の全般的な事務の経費
土 木 費 33,543 道路・公園の整備、都市整備、土地区画整理の経費
衛 生 費 31,228 健康診断、予防接種、ごみの収集・処理の経費
商 工 費 27,153 中小企業などへの助成、観光イベントの経費
農林水産業費 12,100 農林業の振興、農道などの整備の経費
消 防 費 11,866 消防署の運営、消防施設の整備の経費
そ の 他 4,789 議会の運営、労働者の支援の経費
合 計 349,440

市税の状況
税　目 収入済額（万円）構成比（％）市民１人当たりの納税額（円）

市 民 税 1,334,775 45.6 79,710
固 定資産税 1,256,965 42.9 75,064
都 市計画税 176,795 6.0 10,558
市 たばこ税 124,453 4.2 7,432
軽 自動車税 36,772 1.3 2,196
入 湯 税 34 0.0 2
合 計 2,929,794 100.0 174,962
都市計画税の使い道

事　業 経　費
内　訳

国県
支出金

市債・
その他

都市計画
税充当額 一般財源

思川西部土地区画整理事業費 15,286 0 7,190 6,255 1,841
東部第一土地区画整理
公共施設管理者負担金 13,500 0 0 10,430 3,070

粟宮新都心第一土地区
画整理事業調査計画費 3,110 0 0 2,403 707

土地区画整理費　 31,896 0 7,190 19,088 5,618
3･4･101城東線道路
改良事業費 21,830 10,581 7,748 2,705 796

3･4･7小山野木線（粟宮
工区）道路整備事業費 484 0 0 374 110

街路事業費　 22,314 10,581 7,748 3,079 906
城山町2丁目第一地区市
街地再開発事業補助金 3,120 60 3,000 46 14

市街地再開発事業費 3,120 60 3,000 46 14
公共下水道事業特別会計繰出金 130,000 71 0 100,381 29,548

公共下水道費 130,000 71 0 100,381 29,548
地方債償還額 70,156 0 0 54,201 15,955
地方債償還額 70,156 0 0 54,201 15,955
合　　　計 257,486 10,712 17,938 176,795 52,041

（単位：万円）

歳入
　歳入では、主なものとして、法人市民税は企業業績の改
善から前年度比8.0億円増の39.5億円となり、市税全体では
8.4億円増の293.0億円となりました。国庫支出金は社会資
本整備総合交付金の減少や臨時福祉給付金給付事業費補助
金の終了などに伴い3.9億円減の83.9億円、諸収入は、ケー
ブルテレビ放送施設等整備資金回収金や中小企業事業資金
融資貸付金回収金などの実績により3.4億円減の42.5億円
となりました。歳入全体では平成29年度より6.6億円減の
600.8億円となりました。

歳出
　歳出では、義務的経費は前年度比4.4億円増の284.5億円
となりました。このうち扶助費は、臨時福祉給付金給付費3.1
億円の減などにより0.3億円減の133.7億円、公債費は借換
債の増などにより4.7億円増の63.5億円となりました。投
資的経費は小山運動公園野球場整備事業費の減などにより
11.3億円減の66.8億円となりました。歳出全体では、平成
29年度より8.5億円減の585.1億円となりました。

民生費
197億4,916万円
（33.7%）

教育費
64億4,247万円
（11.0%）総務費

57億6,637万円（9.9%） 公債費
63億4,865万円（10.9%）

商工費
45億4,685万円（7.8%）

土木費
56億1,686万円（9.6%）

衛生費
52億2,931万円（8.9%）

農林水産業費
20億2,621万円（3.5%）

消防費
19億8,696万円（3.4%）

その他
 8億191万円
（1.3%）

歳出
585 億

1,475 万円

市税
292億9,794万円
（48.8%）

国庫支出金
83億9,087万円
（14.0%）

各種交付金
43億7,695万円（7.3%）

市債
53億2,220万円
（8.9%）

県支出金
43億4,907万円（7.2%）

諸収入
42億4,623万円（7.1%）

繰越金
13億8,111万円（2.3%）

その他
17億9,773万円（2.9%）

歳入
600 億

8,386 万円

地方交付税
  9億2,176万円（1.5%）

（歳入）都市計画税　　　　　　　　176,795万円
（歳出）都市計画事業に要する経費　257,486万円

　平成30年度においても、人件費などの縮減に努め、限ら
れた財源の効果的運用を心がけ、節減合理化および内容の
充実に努力した結果、財政健全化法に基づく判断比率につ
いても、国の基準値を大きく下回り、財政の健全化を引き
続き維持することができました。今後も安定した財政を維
持できるよう、引き続き行財政改革に努めていきます。

※平成31年3月31日現在の人口推計　167,453人で算出
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実質赤字比率
福祉、教育、まちづくりなどを行う一般会計の赤字の程度を指標
化したもの
連結実質赤字比率
市が関係する全ての会計や外郭団体等の収支を合算し、市全体と
しての赤字の程度を指標化したもの
実質公債費比率
その年度の借入金（市債）の返済額が歳出全体に占める割合を指
標化し、資金繰りの危険度を示すもの
将来負担比率
市の借入金（市債）総額と、それ以外に将来支払う可能性が高い
負担の残高を指標化し、将来財政の圧迫度を示すもの
資金不足比率
各公営企業の資金不足を指標化し、経営状況の危険度を示すもの

市有財産の状況
基 　 金 79億8,829万円 土 　 地 3,739,077㎡
出 資 金 20億7,828万円 建 　 物 446,639㎡
債 　 権 40億3,508万円 山 　 林 並木杉1本

普通会計人件費決算額の推移
　平成30年度の人件費は平成12年度に比べ、約37億円の削
減、人件費比率では10.2ポイントの削減となり、18年連続
人件費の削減を達成しました。

区　分 事業運営を目的とした
収益的収支

施設整備を目的とした
資本的収支

水道事業
収入 302,104 1,326

支出 232,648 88,567

　水道事業は、地方公営企業会計基準に従った経理を行っ
ています。　　　　　　　　　　　（単位：万円　消費税込）

企業会計

財政健全化比率

指標の名称 家計、商店に例えると 小山市
（％）

黄色信号
となる数値

赤信号
となる数値

①実質赤字比率 年間の赤字額が年
収に占める割合 該当なし 11.73 20.0 

②連結実質赤字比率
二世帯家族の赤字額
の合計が親世帯の年
収に占める割合

該当なし 16.73 30.0 

③実質公債費比率 借金の返済額が年
収に占める割合 5.8 25.0 35.0 

④将来負担比率
二世帯家族の借金
残高が親世帯の年
収に占める割合

68.1 350.0 

⑤資金不足比率
〔水道・公共下水道・農集排・
小山東部第二工業団地・
テクノパーク小山南部〕

買掛金から売掛金と
現金を引いた額の年
商に占める割合

該当なし 20.0 

　財政健全化法とは、市町村の財政の健全性に関わる比率に
応じて、財政の早期健全化を図るために制定された法律で、
市町村は毎年度、財政健全化比率と資金不足比率の各指標を
算出し、公表することが義務付けられています。財政健全化
比率には2つの基準（黄色信号と赤信号）が設けられており、
財政の状況を判断する材料となっています。

※全指標とも、数値が大きいほど財政が悪化していることを表しま
す。①、②、⑤は赤字の場合のみ算出されるもので、小山市は全会
計とも黒字であったため、数値は該当なし（0％以下）となりました
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37億円

（単位：万円）

　平成20年度と比べると平成30年度は、全会計合計で約52
億円削減しています。今後は、新庁舎建設などで市債残高
は一時期増加すると見込まれますが、過去のピーク額であ
る平成16年度末残高998億円を超えることがないよう抑制
に努めていきます。

市が借りているお金

会計 市債名
現在高

増減
平成20年度末 平成30年度末

一般
一般会計債 3,716,153 3,297,604 △418,549

臨時財政対策債 1,113,802 1,671,287 557,485

特別

農業集落排水処理事業債 616,570 442,882 △173,688

公共下水道事業債 3,076,825 2,750,564 △326,261

墓園やすらぎの森事業債 16,494 16,325 △169

病院事業債 162,684 367,183 204,499

東部第二工業団地造成事業債 55,550 55,550

テクノパーク小山南部造成事業債 36,380 36,380

公共用地先行取得事業債 19,651 5,800 △13,851

企業 水道事業債 978,794 536,581 △442,213

合　計 9,700,973 9,180,156 △520,817

特別会計
　下水道や国民健康保険など特定の事業収入を特定の支出
に充てるため、一般会計とは区別して、下記の特別会計を
設けています。　　　　　　　　　　　　　　（単位：万円）

会計名 収入済額 支出済額
国民健康保険（事業勘定） 1,617,238 1,576,678
介護保険 1,099,639 1,044,267
後期高齢者医療 162,319 161,743
病院事業債管理事業 78,579 78,579
墓園やすらぎの森事業 10,585 4,762
栃木県南地方卸売市場 4,571 4,421
与良川水系湛水防除事業 3,426 2,854
小山東部第二工業団地造成事業 54,198 54,198
テクノパーク小山南部造成事業 2,395 2,395
公共用地先行取得事業 2,790 2,790
農業集落排水処理事業 63,579 58,418
公共下水道事業 497,705 465,636
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人件費比率の推移 小山市 ■
県内14市平均　　　  ■

用語の説明
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 1日目 出発式、広島平和記念公園見学・折鶴奉納・平和記念資料館見学
 2日目 平和記念式典参列、大和ミュージアム見学（呉市）、灯ろう流し
 3日目 平和講話、到着式

【派遣団員の感想（代表）】

　僕は、広島派遣団として平和記念式典に参加して、
小学生2名による「平和の誓い」や広島市長による平
和宣言などを聞きました。その内容は、戦争の怖さ
や被害の様子、被爆した人々の思いを僕たち派遣団
に伝えるものでした。僕はこの話を聞いて、「平和の
すばらしさ」と「戦争を決して起こしてはいけない」
という強い思いを心に抱きました。
　僕は、ここで学んだ平和の大切さを忘れてはいけ
ないと思います。そのために、これから僕は、被爆
者の思いと平和な環境に生きられているすばらしさ
を大切にして生きていきたいと思います。

【現地研修　主な行程】

　私たちは、8月5日から7日までの3日間、戦争の悲
惨さについて学ぶため、広島の地で研修をしてきま
した。平和記念資料館でたくさんの展示物を見たり、
実際に平和記念式典に参加したり、被爆された方の
お話を聞いたりと、とても貴重な体験をしました。
　現地研修に行く前に戦争について調べてから広島
に向かいましたが、実際に血のついた服や原爆ドー
ムなどを見ると、簡単に言葉にはできない複雑な思
いがこみ上げてきました。
　被爆者の高齢化が進み、原爆の悲惨さを訴えてい
くことが難しくなっています。今回学んだことを未
来へ繋げていきたいと思います。

　私が広島派遣に参加しようと思ったのは、国語の
授業で「碑」という作品を読んだのがきっかけでした。
自分と同年代の子どもたちが原爆の犠牲となったこ
とを知り、二度とこのようなことがないようにした
い、自分も平和の実現に貢献したいと思い、参加を
決めました。
　実際に広島に行き、原爆ドームや原爆の子の像、
そして「碑」などを見てきました。それらを目の前
にしたとき、原爆は本当に落とされたのだと胸が締
め付けられました。
　私は広島で戦争の恐ろしさ、そして平和の大切さ
を学びました。それらを多くの人に伝え、平和への
前進に貢献できるよう頑張ります。

　被爆してから74年目の8月6日、私は広島派遣団
として平和記念式典に参加しました。8時15分、1分
間の黙祷をして被爆された方々の思いを考え、平和
を誓いました。その後訪れた平和記念資料館や平和
記念公園では、原爆の悲惨さや恐ろしさをたくさん
学びました。なかでも原爆ドームは、74年前の悲惨
な広島の様子が伝わってきました。
　私は今回の広島派遣で、戦争や核兵器の恐ろしさ
を学び、平和な世界を作っていきたいと思いました。
また、今の生活に感謝し、原爆の恐ろしさを後世に
少しでも多く伝えていきたいです。

　私が広島へ行き、思い、感じたことは、戦争の恐
ろしさや被爆された方の思いです。
　私は、被爆体験講話を聞いたり、平和記念資料館
を見学したりして、戦争の恐ろしさを感じました。
その中で印象に残ったのは、講話の中に、「足の踏み
場もないほど人がいた。」と聞いたことです。それを
聞き、原爆が落ちたことで、人々がたくさん倒れ、
亡くなってしまったことが分かり、とても怖くなり
ました。
　私たちは、3日間の広島派遣で様々なことを学びま
した。今後、学んだことや今があることの大切さを
たくさんの人に伝えていきたいです。

令和元(2019)年度広島平和記念式典中学生派遣団報告記
8月5日㈪～ 7日㈬
　市では平和活動のリーダーを育成することを目的に、平成
8(1996)年度から、中学生の代表生徒を広島平和記念式典に派遣し
ています。昨年度に引き続き、野木町・結城市との合同派遣団を結
成しました。

問行政経営課
　 ☎22‒9313
　教育総務課
　 ☎22‒9646

【令和元(2019)年度広島平和記念式典中学生派遣団員】
小　山　中 内
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問地域包括ケア推進課☎22‒9541

問国保年金課☎22‒9416・9417

平成30(2018)年度介護保険特別会計決算のお知らせ

国民年金制度について

　介護保険サービスに係る費用は、公費負担（国・県・市）と40歳以上の
方の保険料によって賄われています。皆さまの介護保険料がどのように使わ
れたかについてお知らせします。

歳

入

区　分 H30年(2018)度決算額 説　明
保 険 料 30億5,016万円 65歳以上の方の介護保険料
使用料および手数料 23万円 介護保険料の督促手数料
国 庫 支 出 金 21億3,829万円 介護給付費などに係る国の負担分
支 払 基 金 交 付 金 26億5,408万円 40歳から64歳の方の介護保険料
県 支 出 金 14億4,871万円 介護給付費などに係る栃木県の負担分
財 産 収 入 11万円 介護保険給付基金の利子
繰 入 金 16億1,803万円 介護給付費・事務費などに係る繰入金
繰 越 金 7,649万円 前年度繰越金
諸 収 入 1,031万円 雑入

計 109億9,639万円

　高齢化がますます進展する中、市では今後も「ケアプラン点検事業」をはじめとする介護給付の適正化へ
の取組を推進し、利用者に対する適切な介護サービスの確保と持続可能な制度運営に努めていきます。

歳

出

区　分 H30年(2018)度決算額 説　明
総 　 務 　 費 2億9,500万円 要介護認定・介護保険料賦課徴収費など
保　険　給　付　費 95億1,270万円 介護保険サービスに対する給付費
基　金　積　立　金 11万円 介護保険給付基金への積立金
地　域　支　援　事　業　費 5億5,236万円 総合事業・認知症総合支援事業など
諸 　 支 　 出 　 金 8,250万円 前年度国負担金等の精算に伴う返還金など

計 104億4,267万円

　国民年金制度は、現役世代が年金保険料を納めて高齢者を支える、世代と世代の支え合いにより成り立ってい
ます。加入者は、日本国内に住所を有する20歳以上60歳未満のすべての人です。納付月数などの一定の条件を
満たすと、老後だけでなく、病気やけがで障がいが残ったときや死亡したときに給付を受けられます。加入手続
きは、職業などによって下記のように分かれます。

年金の受給について　【手続きや条件の詳細は国保年金課まで】
○65歳になったら「老齢基礎年金」
保険料を納めた期間や免除期間などを合わせて10年（120月）以上ある方が、原則65歳になったときに支給される年金
○病気やけがで障がいが残ったときは「障害基礎年金」、遺族になったときは「遺族基礎年金」
受け取るためにはいくつかの条件があります。条件や手続き等は国保年金課までお問合せください。

※表の金額は1万円未満を四捨五入したものであり、合計額が合わない場合があります

11月は「ねんきん月間」、11月30日（いいみらい）は「年金の日」です！

国民年金
第1号被保険者 第2号被保険者 第3号被保険者

加入する方 自営業、自由業、学生、無職の方など 会社員・公務員など 第2号被保険者に扶養されている配偶者

加入手続き場所 市役所 勤務先 配偶者の勤務先

保険料の
納付方法

自分で納める
(令和元(2019)年度16,410円/月) 給与から天引き 配偶者が加入している年金制度が

一括負担

納付書（現金） 口座振替 クレジットカード 電子納付
手続き場所 市役所　国保年金課、または年金事務所 ご利用の金融機関

保険料の納付について
○第１号被保険者の納付方法変更等の手続き場所

※保険料をまとめて前払い（前納）すると国民年金保険料が割引になる制度があります
※保険料の納付が困難なときは、申請することによって免除・猶予される制度があります
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平成30(2018)年度国民健康保険特別会計決算
問国保年金課☎22‒9414

　平成30(2018)年度の国民健康保険特別会計の決算は、歳入が161億7,238万3千円、歳出が157億6,678万4千円
でした。歳入歳出の収支差引き4億559万9千円を令和元（2019）年度へ繰り越しました。
　1人当たり医療費は前年度に比べ増加しており、高齢化などにより今後も伸びることが予想されます。これか
らも市民の皆さまに安心して医療機関を受診していただけるよう、国保財政の健全な運営を図っていきます。

項　目 内　容
①国民健康保険税 国保加入者が納付した税金
②県支出金 県からの負担金・補助金
③一般会計繰入金 一般会計からの繰入金（人件費など）
④その他の収入 手数料などの諸収入

項　目 内　容
①総務費 国保事業運営の人件費、事務費など
②保険給付費 保険で給付した医療費、出産・葬祭費など
③国民健康保険
　事業費納付金 市町村が行う保険給付に必要な費用

④その他の支出 保健事業費・税の還付金などの諸支出

●国民健康保険の届け出は忘れずに！
　国民健康保険に加入・脱退する場合には、届け出が必要です。

こんなとき 手続に必要なもの
国保に
 【加入】するとき

転入したとき 前住所地の転出証明書
会社等の健康保険をやめたとき 健康保険資格喪失証明書、年金手帳

国保を
 【脱退】するとき

転出するとき 国民健康保険証
会社等の健康保険に加入したとき
会社等の健康保険の被扶養者になったとき

国民健康保険証、職場の健康保険証
（どちらも該当者全員分）

　※手続きは、ハンコ、本人確認書類（運転免許証など）、個人番号（マイナンバー）のわかるものを持って、
　　市民課・最寄の出張所で行ってください

① 国民健康保険税
36億8,865万円
（22.8%）

歳入
161 億

7,238 万円

②県支出金
108億865万円
（66.8%）

③一般会計繰入金
10億7,237万円
（6.6%）

④その他の収入
6億582万円
（3.8%）

歳出
157 億

6,678 万円

②保険給付費
105億9,851万円
（67.2%）

①総務費
2億2,817万円
（1.4%）

③国民健康保険
事業費納付金
45億9,251万円
（29.1%）

④その他の支出
3億4,758万円
（2.3%）

11月は国民健康保険適用適正化強化月間です
～国保資格の適正な適用にご協力をお願いします！～ 問国保年金課☎22‒9414

●国民健康保険の加入状況
　平成30（2018）年度末の被保険者数は36,875人となり、前年度より1,841人、4.76％減少しました。
なお、市の人口に占める国保加入者の割合は22％で、ほぼ4人に1人が国保に加入している状況です。
●年1回は健康診断を受けましょう
　市民の皆さまが健康な生活を送るために、国保財政の健全な運営を図るためには、健康づくりが大切です。
健康診断（特定健診）、人間ドックを積極的に受診し、病気の早期発見・早期治療に努めましょう。
●歳入・歳出の状況
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■令和元年度小山市一般会計補正予算（第1号）
　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ
446,681千円を追加し、歳入歳出予算の総額を
歳入歳出それぞれ64,846,681千円とするもの
■消費税率の引上げに伴う関係条例の整備に
関する条例について
　令和元年10月1日に施行される消費税率の引
上げによる使用料および手数料の料金改定に伴
い、関係条例に所要の改正をするもの
■小山市特定教育・保育施設及び特定地域型
保育事業の運営に関する基準を定める条例の
一部改正について
　子ども・子育て支援法（平成24年法律第65号）
等の一部改正により、保育所等における3歳から5

歳までの子どもおよび0歳から2歳までの市民税非
課税世帯の子どもに係る利用者負担額が零となるこ
とにより、これまで利用者負担額に含まれていた副
食費の取扱いについて、低所得世帯および第3子以
降の子どもに係る副食費を除いて、利用者負担額と
は別途徴収することに伴い、所要の改正をするもの
■小山市特定教育・保育施設及び特定地域型
保育事業の利用者負担に関する条例の全部改
正について
　子ども・子育て支援法（平成24年法律第65号）
等の一部改正により、保育所等における3歳か
ら5歳までの子どもおよび0歳から2歳までの市
民税非課税世帯の子どもに係る利用者負担額が
零となることに伴い、所要の改正をするもの

令和元(2019)年第4回小山市議会定例会報告 　市議会定例会が、9月2日㈪～27日㈮開催されました。
今回の議会で審議された主なものを紹介します。
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宅地（保留地）を販売します！～全3区画～
（大字土塔　小山市小山東部第一土地区画整理事業地内）
　小山市小山東部第一土地区画整理組合では、下
記の日程で保留地全3区画を販売します。
　保留地とは、土地区画整理事業により生み出さ
れた土地で、価格も手ごろで、お求めやすくなっ
ています。土地をお探しの方は、この機会にどう
ぞご検討ください。
■事前説明会
日時　11月9日㈯・10日㈰10:00 ～ 16:00
会場　小山東部NICOマルシェ特設会場（109街区平成通沿
　　　おーバス吉浜歯科前バス停から徒歩１分）
（※荒天の場合小山東部第一土地区画整理組合事務所）
■販売会
日時　12月8日㈰　受付   9:20 ～
　　　　　　　　　開会 10:00スタート
会場　小山東部第一土地区画整理組合事務所
　　　（小山市大字土塔247番地）

問小山市小山東部第一土地区画整理組合（区画整理課内）
　（小山市大字神鳥谷931番地1　神鳥谷庁舎3階）
　☎22-9386・9387
【組合HP】
http://oyamatoubu1.com/

【組合HP・
QRコード】
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心を育てる学校教育の週間2019(11月11日㈪～ 29日㈮)
～全学校の全学級で、道徳の授業を公開します～
■小・中・義務教育学校で道徳の授業を公開します
　次の世代を担う子どもたちの心を豊かにはぐくんでいくためには、保護者の皆さんはもちろん、地域の方々にも、
道徳教育へのご理解とご協力をいただくことが大切です。下記の日程により市内各校で道徳の授業を公開します。
　平成30(2018)年度は、子どもたちのご家族や地域の方々等、35校合わせて約9,400人が参観され、子どもた
ちの心を育てるための学校の取組や、道徳教育の大切さについて理解を深めていただきました。
　なお、実施の詳細については、各学校の「学校だより」等をご覧いただくか、学校に直接お問合せください。

問学校教育課☎22‒9652

■小・中・義務教育学校の道徳授業公開予定日（2019）
学校名 日　時 学校名 日　時

小山第一小 11月13日㈬ 第5校時 13:45 ～ 豊田北小 11月27日㈬ 第5校時13:20 ～
小山第二小 11月20日㈬ 第5校時 13:45 ～ 穂積小 11月20日㈬ 第5校時13:35 ～
小山第三小 11月20日㈬ 第5校時 13:25 ～ 中小 11月13日㈬ 第5校時13:30 ～

小山城南小 11月29日㈮1・2・3年 第5校時 13:55 ～ 羽川小 11月19日㈫1・2・3年 第5校時13:40 ～12月  3日㈫4・5・6年 11月21日㈭4・5・6年
旭小 11月15日㈮ 第5校時 14:00 ～ 羽川西小 11月27日㈬ 第5校時13:55 ～
小山城北小 11月20日㈬ 第5校時 13:40 ～ 萱橋小 11月27日㈬ 第5校時13:50 ～
若木小 11月27日㈬ 第5校時 13:45 ～ 小山中 11月13日㈬ 第5校時13:20 ～
東城南小 11月22日㈮ 第5校時 13:30 ～ 小山第二中 11月19日㈫ 第5校時13:40 ～
小山城東小 11月22日㈮ 第5校時 13:40 ～ 小山第三中 11月27日㈬ 第5校時13:25 ～
大谷東小 11月20日㈬ 第5校時 13:35 ～ 小山城南中 11月20日㈬ 第5校時13:30 ～
大谷南小 11月20日㈬ 第5校時 13:50 ～ 大谷中 11月29日㈮ 第5校時13:15 ～
大谷北小 11月20日㈬ 第5校時 13:40 ～ 間々田中 11月23日㈯ 第5校時13:25 ～
間々田小 11月22日㈮ 第5校時 13:40 ～ 乙女中 11月28日㈭ 第5校時13:35 ～
乙女小 11月22日㈮ 第5校時 13:30 ～ 豊田中 11月13日㈬ 第5校時13:10 ～
間々田東小 12月  4日㈬ 第5校時 14:05 ～ 美田中 11月27日㈬ 第5校時13:10 ～
下生井小 11月29日㈮ 第5校時 13:40 ～ 桑中 10月  9日㈬【終了しました】第5校時13:20 ～
網戸小 11月27日㈬ 第5校時 13:30 ～ 絹義務教育学校

（前期課程/後期課程）11月20日㈬ 第5校時13:30 ～
寒川小 11月20日㈬ 第5校時 13:20 ～
豊田南小 11月27日㈬ 第5校時 13:45 ～

※同会場で同時開催しています。きてね！

詳しくは
WEBを
チェック！



11月9日㈯～ 15日㈮は
秋季全国火災予防運動期間です！

第36回防火ポスター展開催！
　今年度も小山市・野木町の小学校および義務教
育学校5年生・中学校2年生および義務教育学校8
年生の児童・生徒から募集した防火ポスター展を
開催します。子どもたちの力作をご覧ください。
日時　11月5日㈫～11月17日㈰
　　　10:00～18:00（最終日は16:00まで）
会場　まちかど美術館
　　　中央町2-1-8（市役所東側）

住宅用火災警報器の維持・管理
　住宅用火災警報器の設置が義務化され
てから10年が経過しました。安心してお
使いいただくためにも、定期的にお手入れ
や作動確認を実施しましょう。住宅用火災
警報器は、古くなると電子部品の寿命や電
池切れなどで、火災を感知しなくなること
があるため、とても危険です。10年を目
安に交換をおすすめします。

問消防本部予防課☎39‒6657

令和元(2019)年秋季全国火災予防運動
　空気が乾燥し火災の発生しやすい時季を迎える中、火災予防の意識を一層高め、家庭や地域からの火災発生を
防止し、生命、身体および財産を火災から保護することを目的として実施します。
・全国統一防火標語「ひとつずつ　いいね！で確認　火の用心」
・期間　11月9日㈯～11月15㈮
運動期間中の実施事項
・火災予防運動初日の7:00に、消防本部庁舎と市役所庁舎のサイレンを吹鳴します。
・消防職員が住宅を訪問し、防火パンフレットの配布と防火診断および点検を実施します。
・消防本部・消防団の車両による管内の巡回広報活動を行います。
・事業所に対する特別査察を実施します。
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栃木からの森
も り

里
さ と

川
か わ

湖
う み

プラごみゼロ宣言について
　プラスチックごみ対策の一層の強化を図るため、8月27日㈫栃木県公館
において、県および県内全25市町による「栃木からの森里川湖プラごみ
ゼロ宣言」を行いました。
　これをキックオフとして、オール栃木体制で、不必要な使い捨てプラス
チックの使用削減、再生材や生分解性プラスチックの利用促進、プラスチ
ックごみのリサイクルと適正処理の徹底を図っていきます。
　市民の皆さまには、商品を購入する際、無料でついてくるレジ袋やスプ
ーンなどが本当に必要かどうかをよく考えていただき、必要がない場合に
は断るなど、不必要なものは増やさない、そして、モノを捨てるときには、
きちんと分別し、ポイ捨てはゼッタイしないということをお願いします。

問環境課☎22‒9286

「栃木からの森里川湖
プラごみゼロ宣言」時の写真

本紙10月号に掲載された「エコリサイクルフェア2019」につきまして、会場を災害廃棄物置き場として使
用するため開催を見送ることになりました。ご不便おかけしますが、ご理解・ご協力よろしくお願いします。

台風19号に関するお知らせ
◆総合相談窓口（支援策などを案内します） 
場所　小山市役所別館1階
時間　8:00 ～ 17:15
問☎22-9336
◆り災証明の発行
　住宅等の被害を受けた場合は、り災証明を発行します。
場所　小山市役所別館1階
問資産税課☎22-9475
◆浸水で被害に遭った民家敷地内の稲わらの回収方法 
　民家に流れ着いた稲わらは、できるだけ袋に入れて、
自宅前の道路際に出してください。
問環境課☎22-9276

◆通行止め情報
市道8号線・小宅橋通行止め
 問道路課☎22-9225
◆各種問合せ先（希望者・対象者はご連絡ください）
①浸水した住宅の外周部および浄化槽周りへの防疫消
毒→問健康増進課☎22-9526
②浸水地区の飲用井戸の水質検査→問環境課☎22-9285
③災害見舞金、住宅復旧支援金等→問福祉課☎22-9612
◆大雨災害義援金・見舞金の受入（12/27㈮まで）
場所　小山市役所本庁舎および各出張所
時間　開庁時間内※本庁舎は11/3㈰・4㈪も受入可
受入方法　現金（口座振込は市ホームページ参照）
問出納室☎22-9453



女性に対する暴力をなくす運動期間
～小山市パープルリボン運動強化期間の実施について～

問男女共同参画課
　☎22-8078

◆小山市の取組
　市では上記期間にあわせて、女性に対する暴力
根絶運動のシンボルである「パープルリボン」を
活用し、市内各所で運動を実施します。

　毎年11月12日～ 25日の2週間は、国の「女性に対する暴力をなくす運動」期間です。配偶者等からの暴力、
性犯罪、ストーカー行為、売買春、人身取引、セクシュアル・ハラスメント等の女性に対する暴力は、女性の人
権を著しく侵害するものであり、決して許される行為ではありません。
◆DVの種類
・身体的暴力　殴る、蹴る、物を投げつける
・精神的暴力　無視する、殴るふりをする、生活費を渡さない
・性的暴力　　避妊に協力しない、性行為を強要する
・子どもを巻き込んだ暴力　子どもに暴力を見せる ①市役所庁舎内および各公民館、図書館にてパー

プルリボン配布
②DV防止啓発研修会
日　時 11月12日㈫13:30 ～ 15:00
場　所 中央公民館　視聴覚室（80人）
テーマ DVをめぐる諸相(しょそう)～女性の貧困と子ども虐待～
講　師 仲村　久代　氏（サバイバルネット・ライフ代表）
申込み 男女共同参画課☎22-8078

11月は児童虐待防止推進月間です！ 
　市では「おやま生まれのオレンジリボン」を児童虐待防止のシンボルとして、
その普及推進により児童虐待防止に取り組んでいます。

◆相談機関
小山市配偶者暴力相談支援センター☎ 0285-22-9602
小山警察署　　　　　　　　　　　☎ 0285-31-0110
とちぎ男女共同参画センター　　　☎ 028-665-8720
サバイバルネット・ライフ（民間）☎ 0285-24-5192
ウイメンズハウスとちぎ（民間）　  ☎ 026-621-9993

　　

高齢者虐待防止について
～しない！させない！高齢者虐待～

・身体的虐待　　　　叩く・殴る・蹴る・つねる、無理やり食事を口に入れる、ベッド・車椅子から落ちないようにとくくりつける
・心理的虐待　　　　怒鳴る、悪口を言う、無視する、口をきかない
・介護・世話の放棄　食事・水分を十分に与えない、必要な介護・医療サービスを受けさせない
・性的虐待　　　　　本人の嫌がる性的行為、排泄の失敗等で下半身を裸で放置する
・経済的虐待　　　　本人の年金・預金を勝手に使う、財産を無断で処分する、生活やサービス利用に必要なお金を渡さない、使わせない

　高齢者虐待は身近に起こりえる問題です。高齢者や家族のちょっと
した変化に気づき、みんなで声をかけあい支えあうことが虐待の予防
につながります。

◆虐待は身体的な暴力だけではありません。身近な家族が気づか
ないうちに高齢者の権利を侵害して心に深い傷を負わせている場
合があります。高齢者の介護により心身ともに疲労し、追いつめら
れている場合もあれば、さまざまな理由で自分ではどうしようもな
くなって歯止めがきかなくなっていることも少なくありません。

◆「何か心配！」「気になる！」ということが
あれば、まず上記相談窓口へご相談ください。
通報の秘密は守られます。警察や消防、法律
関係者などの専門機関・専門職と連携を図り
ながら対応します。

◆児童虐待には4つの種類があります
・身体的虐待　殴る、蹴る、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、溺れさせる…など。
・ネグレクト　家に閉じ込める、食事を与えない、保護者以外の同居人による虐待を放置する…など。
・心理的虐待　言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別的扱い、子どもの目の前で家族に対して暴力をふるう（ＤＶ）…など。
・性的虐待　　子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグラフィの被写体にする…など。
※そんなつもりではなかったでは済まされません。子どもにとって悪影響を与える場合は虐待になります

◆身近な相談窓口
・子育て包括支援課　　☎22-9854
・栃木県県南児童相談所☎0282-24-6121
・全国共通ダイヤル　　☎189（いち・はや・く）
・※24時間対応。
　　お住まいの地域の児童相談所につながります

◆こんなことが高齢者虐待です

　「虐待かどうか分からないし…」
　「虐待というほどではなさそうだけど…」
　「きっと誰かが連絡してくれるはず…」 
　虐待はどの家庭でも起こることがあります。
虐待かな？と思ったらすぐに連絡をお願いします !
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問地域包括ケア推進課☎22-9853
　高齢者サポートセンター
　小山総合☎31-0211　小山☎22-3061
　大谷☎30-2421　間々田☎41-2071
　美田☎32-1881　桑絹☎30-0921

問子育て包括支援課
　☎22-9854
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おやま表情おやま表情
小山市長　大久保　寿　夫小山市長　大久保　寿　夫

小山を本拠地とする栃木ゴールデンブ
レーブス　投打かみ合いＢＣリーグ初
制覇！

　小山市は、「市民ひとり１スポーツ」の定着を目指し、
平成26(2014)年6月に県内初となる「スポーツ都市」を
宣言し、スポーツを小山のブランドとして、「スポーツに
よるまちづくり」を進めています。
　こうした中で、今年、小山市を本拠地とする栃木県民球
団栃木ゴールデンブレーブスが、ＢＣリーグ参入3年目に
して初のリーグ優勝を果たし、10/11現在、独立リーグ日
本一を目指し、四国アイランドリーグplus王者の徳島イン
ディゴソックスと対戦しており、10/13㈰からは優勝を目
指して徳島での試合に臨みます。
　この栃木ゴールデンブレーブス、初参戦の平成
29(2017)年、前期7勝28敗の最下位、後期12勝4分20敗
の4位と試練を味わいました。
　チーム別の打撃・投手成績は、打率2割4分1厘、防御率
5.84はいずれもリーグワースト。攻撃面での長打力不足が
顕著で、本塁打は25本に対し、東地区完全優勝の群馬ダ
イヤモンドペガサスは約3倍の73本と上位チームに比べ、
打線の厚みや迫力の差が明らかでした。
　この栃木ゴールデンブレーブスがＢＣリーグ加入3年目
の今年、前期18勝1分15敗で3位、後期22勝5分9敗の好
成績で初の後期優勝を果たしました。リーグ東地区王者を
決める地区チャンピオンシップでは、前期優勝の群馬ダイ
ヤモンドペガサスを2連勝で下し、初の地区優勝とリーグ
チャンピオンシップ出場を決めました。
　今シーズンは首脳陣の若返りを図り、栃木工業高校出身
で前巨人の寺内崇幸監督を招聘したほか、小山高校出身
の飯原誉士選手兼ヘッドコーチ、作新学院高校出身で千葉
ロッテマリーンズから派遣された岡田幸文外野守備走塁
コーチの「栃木トロイカ体制」に変更し飛躍をもたらしま
した。
　この飛躍をもたらしたのが、後期光った投打のバランス
の良さでした。
　チーム防御率は東地区2位の3.64。若松駿太投手を筆頭
に先発陣がしっかり試合をつくり、リリーフ陣も6月に加
入した元豪州代表長身左腕のジョン投手が防御率0.00と
抜群の安定感を見せて「勝利の方程式」が確立しました。
チーム打率は同地区4位、リーグ8位の2割7分2厘にとどま
りましたが、新加入の前阪神の西岡剛選手が打率3割3分5
厘をマークし、若手の手本となりチームを支えました。主
砲のルーカス選手は打率3割6分6厘、10本塁打55打点と
チーム3冠王となる成績を残しました。
　選んだ四球の数はリーグトップの396（1試合平均5.66）
個。寺内監督の掲げる「1点を防ぎ、1点をもぎ取る」野
球が浸透し、1点差ゲームは12勝5敗と接戦で抜群の強さ
を発揮しました。投打がかみ合った快進撃でありました。
　金色の勇者たちは、日本一を目指し走り続けています！
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「大量を運ぶ」　撮影：内田孝男氏

女子硬式野球 第23回全国高校選手権大会優勝報告　　
　9月18日㈬作新学院高等学校2
年生の海老沼 桃選手（穂積小学
校、美田中学校出身）が優勝報
告のため市長表敬訪問をしまし
た。2年生ながらレギュラーメン
バーとして活躍した海老沼選手
が、これから日本を代表するア
スリートとして活躍することを
期待しています。
学童軟式野球チーム「旭町学童野球部」第12回GasOneCup
学童軟式野球選手権大会（関東大会）優勝報告　
　9月30日㈪、学童軟式野球チーム「旭町学童野球部」
が、第12回GasOneCup学童軟式野球選手権の優勝報
告に、市長表敬訪問しました。
　小山市は特に野球が盛んで、学童野球から中学・高校・
大学・社会人・シニアまで世代を超えた盛り上がりを

見せています。また
多くのプロ野球選手
も輩出しています。
　選手の皆さんも、
今後、日本を代表す
る選手を目標にして、
頑張ってください。

未来を拓くキャリアデザイン塾「トップセミナー」
　10月3日㈭に開催した本セミナーでは、新小山市民
病院の折笠看護部長による先進的なワーク・ライフ・
バランスに関する取組みについての発表と、かつてカ
ルビー株式会社においてダイバ
ーシティの推進を重点課題に掲
げて取り組み、素晴らしい業績
を残した松本 晃先生を講師に
迎え、成長を続ける強い組織を
つくるための流儀について講演
していただきました。
　市では、今後も女性活躍の推
進とワーク・ライフ・バランス
のさらなる取組みを実施してい
きます。
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第12回おもいがわ映画祭 問NPO法人おもいがわ映画祭実行委員会☎21‒2020

　邦画・アニメともに、数々の名作を上映します。
期　間　11/16㈯・17㈰
会　場　シネマロブレ、シネマハーヴェスト
料　金　1,500円（2人または2回鑑賞券）　※鑑賞券は3歳以上から必要
ゲスト　（16㈯のみ）女優　宮本信子さん、俳優　石田純一さん
上映作品　『タンポポ』（16㈯・シネマハーヴェスト・舞台挨拶有）、
　　　　　『愛と平成の色男』（16㈯・シネマハーヴェスト・舞台挨拶有）、
　　　　　『翔んで埼玉』、『日日是好日』、『万引き家族』、『居眠り磐音』、『名探偵コナンシリーズ』、
　　　　　『アンパンマンシリーズ』、『七つの会議』、『グリーンブック』、『カメラを止めるな！』
※上映スケジュールは映画祭ホームページでご確認ください
　第12回おもいがわ映画祭@https://www.omoigawa-cinema-festival.com/
主催・問合せ先　ＮＰＯ法人おもいがわ映画祭実行委員会☎21‒2020
　　　　　　　　小山市喜沢1475（小山・思川温泉内）
鑑賞券　シネマロブレ、シネマハーヴェスト、小山・思川温泉、市内商工会、市観光協会で販売

〔関連イベント〕
◆11/16㈯シネマハーヴェスト
○ゲスト女優・宮本信子さん、俳優・石田純一さん
シネマトーク（舞台挨拶）
◆ゲストによるシネマトーク（舞台挨拶）
会場への入場は鑑賞券（チケット）の他に入場券が必要です。入場券は、事前に
往復はがきで申込みいただき、申込みが入場定員を超えた場合は抽選となります。
・往復はがきの往信の文面に①希望するゲスト名（どちらか1ゲスト）
②お名前　③同伴者（3人まで、ご本人を含め計4人）のお名前、
返信の宛名面にご住所をお書きください。（往復はがきのみ有効）
・申込み先〒323‒0014　小山市喜沢1475　おもいがわ映画祭実行委員会事務局
・締切　11月8日㈮必着

ホームページ

　郷土小山市を愛し、誰よりも小山市を知っている皆さん、「開運のまち おやま検定」にチャレンジしませんか？
検定日時　11/30㈯10:00 ～ 11:30
受験会場　小山市役所3階大会議室

定　　員　1～ 3級合わせて先着100人
検定内容　全60問（1級：記述・論文、2・3級は4択によるマークシート方式）
受 験 料　一般1,000円（1級のみ2,000円）、高校生以下500円
申 込 み　11/15㈮までに受験料持参の上、小山市観光協会へ直接　（定員に達し次第締切）
そ の 他　合格発表は12月下旬を予定。正解率80％以上の方には検定合格証・合格バッチ・観光協会開
　　　　　運手ぬぐいをプレゼント。1級合格者にはさらに小山ブランド商品も！

「第9回開運のまち おやま検定」受験者を募集します！
問（一社）小山市観光協会☎30-4772

受験区分 3級 2級 1級
受験資格 どなたでも受験可 3級合格者 2級合格者

小山市観光協会や市商業観光課で配付している
「小山を100倍楽しめる本」で検定問題の予習ができます。
〇例題1　小山市人口は栃木県で何位?
①1位　②2位　③3位　④4位

〇例題2　小山市の市章は、小山市の「小」を図案化したものです。形全体は小山を、
円は市民の融和を象徴していますが、中央の山形は市の何を象徴しているでしょうか?
①前進　②躍進　③希望　④将来

※答えはページ下部にあります

※第9回開運のまち おやま検定の例題の答え
例題1　②２位（小山市は県内第2位の人口を有する栃木県の南都です）
例題2　②躍進（昭和29(1954)年、小山市制施行とともに制定されたもので、山形は「市の躍進」を表して
います）
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第12回おやま思川ざくらマラソン大会
期　日　令和2(2020)年4月12㈰　
開会式　8:00 ～ 8:20 小山総合公園森のはらっぱ
コース　小山総合公園～思川桜並木堤堤防～渡良瀬遊水地～野木ホフマン館～間々田地区周辺
種目
【フルマラソンの部（42.195㎞）】　渡良瀬遊水地コース（定員1,950人）　5,000円
【5㎞の部】　思川桜コース（定員1,000人）　2,000円
【ふるさと納税枠】　（定員50人※フルマラソンのみ）　18,000円
※小山市民先行受付枠は各種目200人まで
スタート時刻　フルマラソンの部　9:00、5㎞の部　9:30
参加資格　高校生以上の健康な方
　　　　　（フルマラソンの部は6時間以内で完走できる方）
申込み
【小山市民先行受付枠】
11月25日㈪～ 12月1日㈰に下記のいずれかの方法で申込み・支払いをして
ください。12月2日㈪以降は一般受付枠からお申込みください。
【一般受付枠・ふるさと納税枠】
12月2日㈪～令和2年1月10日㈮に下記のいずれかの方法で申込み・支払いをしてください。
申込み方法
①インターネット（ランネット・スポーツエントリー）②電話（0570-039-846）③コンビニ端末（Famiポート）
のいずれかで上記期間に申込み・支払いをください。
※ただし定員に達した時点でどちらの部門も受付を終了します

問生涯スポーツ課☎21‒2695

　こんにちは、皆さん！
　小山市少年少女発明クラブでは、令和2(2020)年（1～ 12月）の会員を募集しています。もの作りのすきな人・
工夫するのがすきな人・発明工夫展にすばらしい作品を出したい人・1年間活動できる人など、ぜひ集まってください。
1 活 動 日　毎月2回（原則第1日曜・第3日曜）午前中
2 クラブ員　小学2年生から6年生まで（今の学年）30人
3 会　　費　2,000円（保険料と材料費）
4 活動の内容
　⑴紙や木、針金を使い、ものを作る基本を練習します。
　⑵自分で考えた楽しいおもちゃや生活に便利な
　　ものを作り、展覧会等に出品します。
5 申込み
　ハガキに右記の内容を記入して送付してください。
【申込み先】
〒329‒0214 
小山市乙女1‒31‒7 
小山市立博物館内『小山市少年少女発明クラブ』
【締切】
11月30日㈯必着
（30人以上の場合は抽選）

小山市少年少女発明クラブ会員募集 問博物館☎45-5331

『小山市少年少女
　  発明クラブ入会希望』

ふりがな
名　前　○○○○　 男・女
学校名　○○○小学校　○年
住所〒
　　　小山市・・・・
保護者名○○○○
電話番号△△△△
（携帯番号もお願いします）

ハガキ裏面

【希望する児童・保護者の方へ】
発明協会の組織である『発明クラブ』は、全国に200以上ありますが、栃木県には『小山市少年少女発明クラブ』
しかありません。毎年、多数の申込みがあり、厳選な抽選で選ばれ熱心に活動しています。そのため他の部活動
や習い事の併用は難しいこともありますので、最後まで休まず意欲的に活動できる子どもたちを求めています。

コースの特徴
・ 「春満喫」田園風景と河川堤のコース沿いに、市花（思川桜）と菜の花が満開に咲きます。
・ 「keep your pace」1㎞ごとの距離表示により初心者もペースがつかみやすいです。
・ 「自然の宝庫を堪能」フルマラソンの部の折返し地点はラムサール条約に湿地登録されている渡良瀬遊水地です。
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　7月14日㈰にシンガポールで日本人会主
催の日本語スピーチコンテストが開催され
ました。コンテストは中学の部、高校の
部、高等学府の部、一般の部の4つのカテ
ゴリーで開催され、予選を勝ち抜いたシン
ガポール人23人が各々のスピーチで競い
合いました。
　中学の部、高校の部は受賞者だけではな
く、参加者全員が日本語もスピーチの内容
も非常にレベルの高いものでした。高等学
府および一般の部については、専門的で
あったり、ユーモアに富んだものや感動的
なものなどバラエティ豊かな内容で完成度
も高く、出場者の強い気持ちがひしひしと
伝わってきました。
　小山市はこのコンテストの協賛者となっ
ており、コンテスト入賞者に小山市での

ホームステイ体験をし
ていただいております。
また、コンテスト終了
後に催されるレセプ
ションでは、小山市の
ハトムギ茶を来場者に
振舞い、大変好評をいただきました。今年は「小
さな茶道部」という内容でスピーチをし、高等学
府の部3位に入賞したケシア・ロウさんが小山市
を訪れます。ケシアさんは日本の文化にとても興
味があるということで、ホームステイ体験では「小
山きものの日」への参加などを予定しています。
ケシアさんにとって、日本と小山市の
文化、歴史の趣深さを体験できる充実
したホームステイになることを期待し
ています。
　　　　　　総合政策課　田名邉　雄

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
だ
よ
り
㉕

問農政課☎22‒9257はとむぎ雑炊
★材料（4人分）
はとむぎ精白粒 100g
油 小さじ1
しょうが 少々
とりモモ肉細切れ 80g
にんじん 80g
大根 120g 
しめじ 80g
ほうれん草 80g
だし汁 4カップ
しょうゆ 大さじ1強
塩　 小さじ1/2
卵 3個

★作り方
①はとむぎは30分水につけておき、やわらかくなるまでゆでる（約30分）。
②しょうがはみじん切り、にんじんと大根はいちょう切りする。
　しめじはほぐして、ほうれん草はゆでて3cm幅に切っておく。
③鍋に油を熱し、しょうが、とりモモ肉、にんじんを炒める。
④だし汁を加えて、大根、しめじを加えて煮る。
⑤しょうゆ、塩を加える。
⑥最後に溶いた卵を流しいれ、はとむぎ、ほうれん草を加える。
　給食でも人気のはとむぎメニューです。
☆市では、生産量トップクラスのはとむぎを
食べて、健康長寿100歳を目指すまちづくり
に取り組んでいます。
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★栄養価（1人分）　　　　　　　　
エネルギー
(kcal)

たんぱく質
(g) 脂質 (g) 食塩相当量

(g)
98 4.3 3.2 0.1

健康長寿100歳を目指す
プロジェクトホームページ
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費　

無
料
（
記
念
品
あ
り
）

問
小
山
市
消
費
生
活
展
実
行
委
員

会
事
務
局
（
生
活
安
心
課
内
）

☎
22
９
２
８
２

第
1
回
「
わ
く
わ
く
ゆ
め
ま
ち
」

お
は
な
し
会

日
時　

11
／
26
㈫
10
時
半
〜
11
時

会
場　

小
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
ゆ
め
ま
ち
）
プ
レ
イ
ル
ー
ム

内
容　

絵
本
読
み
聞
か
せ
・
紙
芝

居
な
ど　

対
象　

未
就
学
児
※
保
護
者
同
伴

問
ゆ
め
ま
ち
☎
27
９
９
３
５

ポ
ケ
ッ
ト
の
会　

地
域
交
流
会

（
栃
木
県
委
託
事
業
）

日
時　

11
／
13
㈬
10
時
〜
正
午

会
場　

こ
ど
も
ふ
れ
あ
い
教
室

（
小
山
第
一
小
学
校
北
校
舎
1
階
）

内
容　

小
学
生
と
の
交
流
、
読
み

聞
か
せ
、
歌
と
演
奏
、
茶
話
会

対
象　

小
学
生
、
保
護
者
、
乳
幼

児
親
子
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま

ゲ
ス
ト　
「
う
た
う
た
い
の
会
」
他

※
無
料
、
申
込
み
不
要

問
ポ
ケ
ッ
ト
の
会
・
桐
生

☎
０
８
０
・
３
４
６
２
・
０
９
６
４

県
南
市
場
ま
つ
り

日
時　

11
／
23
㈯
7
時
〜
13
時

会
場　

栃
木
県
南
地
方
卸
売
市
場

（
下
河
原
田
９
５
４
番
地
）

内
容　

青
果
物
・
水
産
物
・
生
花

展
示
販
売
、
マ
グ
ロ
の
解
体
、
模

擬
セ
リ
他

問
栃
木
県
南
地
方
卸
売
市
場

☎
38
３
３
３
０

●
ス
ポ
ー
ツ

み
ん
な
で
歩
け
歩
け
運
動
5.0
㎞

日
時　

12
／
１
㈰
８
時
45
分
集
合

コ
ー
ス　

佐
野
駅
（
南
口
）
集
合

↓
佐
野
厄
除
け
大
師
↓
朝
日
森
天

満
宮
↓
観
音
山
公
園
↓
佐
野
駅

（
南
口
）
解
散　
　
　
　

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
21
２
６
９
５

当
日
は
☎
０
８
０
・
２
６
８
４
・
０
６
６
８

栃
木
Ｓ
Ｃ
ト
レ
ー
ナ
ー
に
よ
る

運
動
教
室
！

日
時　

12
／
13
㈮
14
時
〜
15
時
半

会
場　

道
の
駅
思
川 

小
山
評
定
館

対
象
者　

概
ね
65
歳
以
上
の
市
民

定
員　

50
人
※
無
料

持
ち
物　

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
上

履
き
、ヨ
ガ
マ
ッ
ト（
お
持
ち
の
方
）

申
込
み　

高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
小
山
総
合
☎
31
０
２
１
１

※
他
市
内
各
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
で
も
申
込
み
可
能

●
お
知
ら
せ

防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
（
11
／
１
㈮
か
ら
開
始
）

　
「
防
災
行
政
無
線
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
か
ら
放
送
が
流
れ
た
が
、
放

送
内
容
を
も
う
一
度
確
認
し
た

い
」
と
の
要
望
に
応
え
る
た
め
、

防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
し
ま
す
。

　

左
記
番
号
に
電
話
を
す
る
と
、

放
送
内
容
を
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
通
話
料
は
本
人
負
担
と
な

り
ま
す
。

☎
０
１
８
０
・
９
９
２
・
０
３
１

※
（
ゼ
ロ
さ
い
が
い
）
と
覚
え
て

く
だ
さ
い

問
危
機
管
理
課
☎
39
６
６
８
４

中
央
・
南
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
お
よ

び
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
開
場
日

変
更
の
お
知
ら
せ
（
11
月
）

開
場
日　

平
日
お
よ
び
11
／
16

㈯
・
23
㈯

※
11
／
９
㈯
（
第
２
土
曜
日
）
は

開
場
し
ま
せ
ん

問
環
境
課
☎
22
９
２
８
６

●
イ
ベ
ン
ト

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
座
を
見
つ
け
よ
う

〜
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
座
二
重
星
を

み
よ
う
〜

日
時　

11
／
９
㈯
18
時
〜
19
時
半

会
場　

生
井
公
民
館

※
駐
車
場
は
Ｊ
Ａ
お
や
ま
生
井
支
店

内
容　

ほ
っ
し
ー
★
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

号
で
の
天
体
観
望
会

※
曇
り
や
雨
の
場
合
は
中
止
。
当

日
、
実
施
時
刻
の
１
時
間
前
に
電

話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
当
日
、
11
時
〜
12

時
半
に
、
博
物
館
駐
車
場
に
て
太

陽
観
測
会
も
実
施

問
博
物
館
☎
45
５
３
３
１

祝 

小
山
市
制
65
周
年　

第
14
回

　

小
山
市
青
少
年
健
全
育
成
大
会

日
時　

11
／
17
㈰
13
時
か
ら　

会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー

内
容　

青
少
年
の
主
張
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
（
大
ホ
ー
ル
）、
小
山
市

あ
い
さ
つ
運
動
啓
発
作
品
展
示
会

（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

問
生
涯
学
習
課
☎
22
９
６
７
１

熱く燃えた「おやまっ子」の夏
　　　　　　　　　　　 ＜2019＞10月号に引き続き掲載します。
 （全国大会8位以上）

山
やまもと

本　結
ゆ づ き

月
（小山城北小6年）

岸
きし

　勇
ゆうせい

成
（小山城北小4年）

福
ふくなが

永　鈴
れ い ゆ

結
（小山中1年）

村田寛名誉会長追悼
第59回空手道糸東会全国選手権大会
中学1年生女子組手の部

第3位
小学4年生男子組手の部

ベスト8

Pom部門mini編成
第6位

〔Dance Club Luce・fairies〕

松
まつぬま

沼　姫
ひ な

愛　（豊田北小4年）

長
な が く ぼ

久保　丹
に ち

智（小山第一小2年）

第45回剛柔会
全国空手道選手権大会

小学6年生女子組手の部
第5位
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旧
姓
（
旧
氏
）
の
併
記
に
つ
い
て

　

11
／
５
㈫
か
ら
住
民
票
や
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
に
旧
姓
（
旧

氏
）
が
併
記
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
併
記
す
る
た
め
に
は
、

市
民
課
窓
口
に
て
事
前
の
申
込
み

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
市
民
課
☎
22
９
４
０
５

税
に
関
心
を
持
と
う
！

「
税
を
考
え
る
週
間
」
に
つ
い
て

　

11
／
11
㈪
〜
17
㈰
は
「
税
を
考

え
る
週
間
」
で
す
。
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
消
費
税
の
軽
減

税
率
制
度
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た

申
告
・
納
税
手
続
、
社
会
保
障
・

税
番
号
制
度
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
）
な
ど
へ
の
国
税
庁
の
取
組
を

ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
栃
木
税
務
署

☎
０
２
８
２
22
０
８
８
５

個
人
事
業
税
の
納
税
に
つ
い
て

　

11
月
は
、
平
成
30
年
中
に
個
人

で
事
業
を
営
ま
れ
て
い
た
方
の
第

二
期
分
の
納
期
と
な
り
ま
す
。
納

期
限
は
12
／
２
㈪
で
す
の
で
、
最

寄
り
の
金
融
機
関
等
で
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
第
二
期
分
の

納
付
書
は
第
一
期
分
と
併
せ
て
８

月
に
発
送
済
み
で
す
。
紛
失
等
あ

り
ま
し
た
ら
左
記
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
栃
木
県
税
事
務
所 

個
人
事
業

税
担
当
☎
０
２
８
２
23
３
４
１
４

令
和
元
年
度
小
山
市
登
録
手
話
通

訳
者
認
定
試
験　

　

手
話
通
訳
活
動
が
で
き
る
技
量

を
備
え
て
い
る
か
の
試
験
で
す
。

期
日　

12
／
14
㈯

会
場　

保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
・

４
階　
　

試
験
内
容　

①
筆
記
：
小
論
文
②

実
技
：
読
取
り
（
読
上
げ
）、
聞

取
り
表
現
※
日
本
手
話
・
日
本
語

対
応
手
話
の
パ
タ
ー
ン
別
、
場
面

通
訳
③
面
接

※
対
象
者
等
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い　

申
込
み　

11
／
14
㈭
ま
で
に
「
申

込
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、小
山
市
聴
覚
障
害
者
協
会
内
・

認
定
試
験
事
務
局
（
〒
３
２
３

‐
０
０
１
２
小
山
市
羽
川
８
６
‐

１
５
）
へ
郵
送
、
持
参
ま
た
は
FAX

37
９
７
５
５

法
定
外
公
共
物
の
用
途
廃
止

（
払
い
下
げ
）
に
つ
い
て

〜
あ
な
た
の
敷
地
内
に
法
定
外
公

共
物
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
〜

　

法
定
外
公
共
物
と
は
、
昔
か
ら

あ
る
あ
ぜ
道
や
用
水
路
な
ど
の
こ

と
で
、
道
路
法
や
河
川
法
等
の
適

用
・
準
用
の
な
い
、
市
町
村
所
有

の
公
共
物
で
す
。

　

道
路
、
水
路
と
し
て
の
用
途
を

廃
止
し
て
も
支
障
が
な
い
財
産
を

隣
接
土
地
所
有
者
が
払
い
下
げ
を

受
け
る
（
購
入
す
る
）
場
合
は
、

用
途
廃
止
の
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
条
件
が
あ
り
ま
す

の
で
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
道
路
課
☎
22
９
２
２
５

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　
　
　

（
令
和
元
年
度
第
３
回
）

対
象　

①
市
内
在
住
ま
た
は
通
勤
者

②
現
に
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
あ
る
方

③
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

④
収
入
が
一
定
基
準
以
下
の
方

⑤
地
方
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

⑥
暴
力
団
員
で
な
い
方

※
そ
の
他
資
格
や
応
募
箇
所
に
つ

い
て
は
要
問
合
せ

申
込
み　

11
／
５
㈫
〜
22
㈮
に

（
一
社
）
ハ
ー
ト
フ
ル
☎
32
６
４
１
８

令
和
２
年
版
小
山
市
民
手
帳
の

購
入
予
約
受
付
中
！

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
の
ほ
か
、

市
の
統
計
情
報
が
掲
載
さ
れ
た
便

利
な
手
帳
で
す
。
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

販
売
価
格　

ポ
ケ
ッ
ト
判
：
440
円　

通
常
判
：
550
円

※
と
も
に
税
込
価
格

問
行
政
経
営
課
☎
22
９
３
１
２

令
和
２
年
度
栃
木
県
立
県
南
体
育

館
専
用
利
用
調
整
会
議

日
時　

令
和
２
年
２
／
14
㈮
18
時

か
ら
（
受
付
：
17
時
半
か
ら
）

会
場　

県
立
県
南
体
育
館
研
修
室

※
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す

申
請
期
間　

11
／
８
㈮
〜
12
／
18
㈬

申
請
方
法　

令
和
２
年
度
専
用
利

用
希
望
申
請
書
に
よ
り
申
請

※
令
和
２
年
６
月
末
ま
で
、
天
井

改
修
工
事
の
た
め
メ
イ
ン
ア
リ
ー

ナ
・
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
が
使
用
で
き

ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
21
０
０
２
１

●
募
集

プ
チ
起
業
講
座
「
夢
を
か
な
え
る

な
か
ま
づ
く
り
女
子
会
」

日
時　

11
／
７
㈭
10
時
〜
12
時

会
場　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

研
修
室

内
容　

夢
を
か
な
え
る
た
め
の
仲

間
と
出
逢
い
、「
や
り
た
い
」
想

い
を
話
し
て
自
分
の
可
能
性
を
見

つ
け
る
ワ
ー
ク

講
師　

佐
藤
晴
美
氏
（
㈱
エ
ス
・

テ
ィ
ラ
イ
ン　

代
表
取
締
役
）

対
象　

創
業
に
興
味
が
あ
る
方

定
員　

20
人

参
加
費　

500
円
（
お
茶
代
と
し
て
）

託
児　

定
員
４
人
・
１
人
500
円

申
込
み　
（
一
社
）
ス
リ
ー
ア
ク
ト

☎
０
２
８
・
６
１
２
・
１
０
０
６

女
性
異
業
種
交
流
会

　

働
く
場
に
お
け
る
女
性
の
活
躍

や
働
く
意
欲
の
向
上
を
支
援
す
る

た
め
、
様
々
な
業
種
に
就
い
て
い

る
女
性
の
交
流
会
を
開
催
し
ま

す
。

日
時　

①
11
／
13
㈬
13
時
半
〜
15
時
半

②
11
／
28
㈭
13
時
半
〜
15
時
45
分

会
場　

①
小
山
市
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
②
㈱
メ
ル
テ
ッ
ク
（
大

字
梁
２
３
３
３
‐
29
）

対
象　

①
民
間
企
業
や
行
政
の
女

性
技
術
職
社
員
・
職
員
、
建
設
業

等
に
就
職
を
希
望
す
る
女
子
学
生

②
民
間
企
業
や
行
政
の
次
世
代
の

管
理
監
督
者
を
担
う
女
性
社
員
・

職
員

定
員　

各
回
20
人
程
度
※
無
料

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

申
込
み　

男
女
共
同
参
画
課
☎
22

８
０
７
８

暮
ら
し
の
行
政
困
り
ご
と
相
談
所

日
時　

11
／
15
㈮
10
時
半
〜
15
時

半
（
受
付
：
15
時
ま
で
）

会
場　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
小
山
専
門

店
街
１
階

内
容　

登
記
、
年
金
、
税
金
、
福

祉
、
道
路
、
労
働
、
相
続
、
借
金
、

法
律
問
題
等
の
相
談
を
専
門
家
が

お
受
け
し
ま
す
。
※
無
料

参
加
予
定
機
関

　

宇
都
宮
地
方
法
務
局
、
宇
都
宮

西
年
金
事
務
所
、
栃
木
県
、
栃
木

県
警
察
本
部
、
小
山
市
、
栃
木
県

弁
護
士
会
、栃
木
県
司
法
書
士
会
、

関
東
信
越
税
理
士
会
栃
木
県
支
部

連
絡
会
、
栃
木
県
社
会
保
険
労
務

士
会
、
栃
木
県
行
政
書
士
会
、
行

政
相
談
委
員
、
栃
木
行
政
監
視
行
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政
相
談
セ
ン
タ
ー

そ
の
他　

当
日
受
付
の
た
め
事
前

予
約
不
要

問
総
務
省
栃
木
行
政
評
価
事
務
所

☎
０
２
８
・
６
３
４
・
４
６
８
０

お
や
ま
移
住
者
交
流
会

期
日　

11
／
17
㈰

会
場　

お
や
ま
未
来
ヒ
ュ
ッ
テ

（
予
定
）

内
容　

移
住
暮
ら
し
座
談
会

対
象　

移
住
後
３
年
未
満
の
方

※
要
申
込
み

※
詳
細
・
会
場
・
申
込

み
方
法
は
下
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い

問
工
業
振
興
課
☎
22
９
３
７
６

小
山
市
城
北
児
童
セ
ン
タ
ー

「
母
親
ク
ラ
ブ
い
ち
ご
会

リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室
」

日
時　

11
／
20
㈬
10
時
〜
10
時
45
分

会
場　

小
山
市
城
北
児
童
セ
ン
タ
ー

対
象　

０
歳
〜
未
就
園
児

定
員　

先
着
20
組
※
保
護
者
同
伴

参
加
費　

無
料

申
込
み　

小
山
市
城
北
児
童
セ
ン

タ
ー
☎
24
０
６
２
９

母
親
ク
ラ
ブ
み
な
み
会
イ
ベ
ン
ト

日
時　

①
「
リ
ト
ミ
ッ
ク
」
11
／

20
㈬
11
時
〜
11
時
45
分
②
「
秋
の

運
動
会
」
11
／
26
㈫
10
時
半
〜
11

時
半

会
場　

小
山
市
駅
南
児
童
セ
ン
タ
ー

対
象　

０
歳
〜
未
就
園
児
・
先
着

各
20
人
※
保
護
者
同
伴
。
無
料

申
込
み　

小
山
市
駅
南
児
童
セ
ン

タ
ー
☎
27
０
５
９
４

子
育
て
ひ
ろ
ば
「
パ
パ
と
い
っ

し
ょ
に
ベ
ビ
ー
ヨ
ガ
」

日
時　

11
／
30
㈯
10
時
〜
正
午

会
場　

保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
3
階

対
象　

概
ね
1
歳
〜
2
歳
未
満
の

幼
児
と
そ
の
父
母
・
先
着
10
組

申
込
み　

11
／
５
㈫
以
降
の
平
日

９
時
〜
17
時
に
、
こ
ど
も
課
☎
22

９
６
１
４

寒
川
公
民
館
子
育
て
広
場

日
時　

12
／
５
㈭
10
時
〜
11
時

会
場　

寒
川
公
民
館
研
修
室

内
容　

ふ
れ
あ
い
リ
ト
ミ
ッ
ク

講
師　

青
木
浩
子
氏

対
象　

未
就
園
児（
０
歳
〜
３
歳
）

と
保
護
者

定
員　

10
組
※
無
料

申
込
み　

11
／
29
㈮
ま
で
に
寒
川

公
民
館
☎
38
１
０
０
２

米
粉
の
料
理
教
室

日
時　

12
／
５
㈭
10
時
半
〜
13
時
半

会
場　

道
の
駅
思
川 

料
理
実
習
室

内
容　

米
粉
の
ト
ラ
イ
フ
ル
、
デ

コ
レ
ー
シ
ョ
ン
寿
司　

他
２
品

対
象　

市
内
在
住
者

定
員　

24
人
（
抽
選
）

参
加
費　

800
円
（
米
粉
の
お
土
産
付
）

申
込
み　

11
／
21
㈭
ま
で
に
農
政

課
☎
22
９
２
５
７

太
宰
治
生
誕
110
年
記
念
講
演
会 

日
時　

12
／
7
㈯ 

13
時
か
ら

会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

内
容　

太
宰
治
『
斜
陽
』
の
世
界

講
師　

安
藤
宏
氏
（
東
京
大
学
大

学
院
教
授
）

参
加
費　

500
円
※
全
席
自
由

問
中
央
公
民
館
☎
22
９
５
６
２

明
日
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
担
う

女
性
た
ち
の
交
流
会
in
小
山

日
時　

12
／
10
㈫
14
時
〜
17
時
15
分

会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

内
容　

①
基
調
講
演
「
女
性
は

も
っ
と
活
躍
で
き
る
！
〜
一
歩
先

の
キ
ャ
リ
ア
へ
〜
」
②
地
元
小
山

で
活
躍
す
る
女
性
た
ち
を
迎
え
て

の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
③

懇
親
会

対
象　

企
業
、
自
治
体
、
団
体
等

で
働
く
女
性
等
・
100
人
程
度

参
加
費　

無
料
※
懇
親
会
参
加
者

は
500
円

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

問
男
女
共
同
参
画
課

☎
22
８
０
７
８

ガ
イ
ド
と
行
く
渡
良
瀬
遊
水
地

「
冬
の
野
鳥
観
察
」

日
時　

12
／
11
㈬
９
時
〜
正
午

会
場　

生
井
公
民
館
、
渡
良
瀬
遊

水
地
※
雨
天
時
室
内

内
容　

講
話
・
野
鳥
観
察

講
師　

高
松
健
比
古
氏

定
員　

先
着
20
人
※
無
料

申
込
み　

11
／
29
㈮
ま
で
に
生
井

公
民
館
☎
45
４
０
０
４

パ
パ
マ
マ
応
援
料
理
教
室　

日
時　

12
／
17
㈫
、
令
和
２
年
１

／
28
㈫
、
２
／
25
㈫
（
全
３
回
）

10
時
半
〜
13
時

会
場　

道
の
駅
思
川 

料
理
実
習
室

内
容　

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
簡
単
家

庭
料
理

対
象　

妊
娠
期
〜
小
学
生
を
子
育

て
中
の
パ
パ
マ
マ
・
20
人　

参
加
費　

２
千
円
（
３
回
分
）

託
児　

定
員
３
人
・
1
人
900
円

申
込
み　

12
／
６
㈮
ま
で
に
農
政

課
☎
22
９
２
５
７

日
本
交
響
楽
団
第
13
回
定
期
演
奏
会

日
時　

令
和
2
年
1
／
26
㈰
14
時

か
ら

会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

内
容　

サ
ン
サ
ー
ン
ス
「
交
響
曲

第
3
番
」『
オ
ル
ガ
ン
つ
き
』・
レ

ス
ピ
ー
ギ
「
交
響
詩
」『
ロ
ー
マ

の
松
』
他

参
加
費　

一
般
：
千
円
、
学
生
：
500
円

※
全
席
自
由

問
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
22
９
５
５
２

男
女
共
同
参
画
啓
発
誌
「
ハ
ー
モ

ニ
ー
お
や
ま
」
記
者
募
集

活
動
内
容　

男
女
共
同
参
画
を
広

げ
る
記
事
の
作
成
と
編
集
（
年
２

回
発
行
・
編
集
会
議
は
月
１
回
以

上
を
予
定
）

対
象　

市
内
在
住
者

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

申
込
み　

11
／
29
㈮
ま
で
に
応
募

動
機
（
400
字
以
内
、形
式
問
わ
ず
）

を
添
え
て
男
女
共
同
参
画
課
☎
22

８
０
７
８

男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ア

実
行
委
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

募
集
人
数　

若
干
名

募
集
要
件　

男
女
共
同
参
画
に
関

心
が
あ
り
、
年
４
回
程
度
の
実
行

委
員
会
と
フ
ェ
ア
の
準
備
・
当
日

（
令
和
２
年
６
／
14
㈰
）
に
参
加

で
き
る
方

申
込
み　

11
／
29
㈮
ま
で
に
男
女

共
同
参
画
課
☎
22
８
０
７
８

結
城
紬
の
「
糸
つ
む
ぎ
の
担
い
手
」

を
募
集
し
ま
す
（
説
明
会
開
催
）

日
時　

12
／
６
㈮
14
時
〜
16
時

会
場　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
容

①
結
城
紬
の
説
明
、
生
産
工
程
実
演

②
糸
つ
む
ぎ
体
験

③
「
糸
つ
む
ぎ
の
担
い
手
」
育
成

事
業
（
道
具
、
テ
キ
ス
ト
等
の
無

料
貸
出
事
業
）
の
説
明

対
象　

年
齢
・
職
業
・
糸
つ
む
ぎ

経
験
の
有
無
を
問
わ
ず
、
ど
な
た

で
も
参
加
可
能

定
員　

30
人
程
度
※
無
料

申
込
み　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
記
入
の
上
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
、
本
場
結
城

紬
卸
商
協
同
組
合
（
茨
城
県
結
城

市
結
城
１
３
６
０
‐
１
）

☎
・
FAX
０
２
９
６
33
２
３
３
３

　

yuuki_tsum
ugi@

m
irror.

ocn.ne.jp
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紬
織
物
製
織
伝
習
生
・

紬
織
物
技
術
研
究
生
の
募
集

研
修
内
容　

①
伝
習
生
：
結
城
紬
の
製
織
に
関

す
る
基
礎
的
な
知
識
お
よ
び
技
術

の
習
得
②
研
究
生
：
伝
習
生
修
了

者
ま
た
は
同
等
の
技
術
を
有
す
る

者
を
対
象
と
し
、
よ
り
高
度
な
知

識
お
よ
び
技
術
の
習
得

定
員　

伝
習
生
６
人
、
研
究
生
２
人

選
考
方
法　

小
論
文
、
面
接
試
験

※
試
験
日
：
12
／
20
㈮

申
込
み　

12
／
６
㈮
ま
で
に
必
要

書
類
を
紬
織
物
技
術
支
援
セ
ン

タ
ー
に
提
出

※
詳
細
は
同
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
参
照

問
紬
織
物
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー

（
仮
移
転
先
：
延
島
１
０
１
９
‐
１
）

☎
49
０
０
０
９

ク
ラ
フ
ト
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
教
室

日
時　

①
11
／
９
㈯
お
り
り
ん

「
麻
ひ
も
バ
ッ
グ
」
作
り
②
11
／
16

㈯
ま
ゆ
ク
ラ
フ
ト
「
思
川
桜
か
ん

ざ
し
を
作
ろ
う
」
③
11
／
23
㈯
ア

レ
ン
ジ
で
楽
し
い
ノ
ー
ト
づ
く
り

④
11
／
30
㈯
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
体
験

会
⑤
12
／
７
㈯
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
・

ク
リ
ス
マ
ス
の
壁
掛
け
づ
く
り

会
場　
お
や
ま
本
場
結
城
紬
ク
ラ
フ
ト
館

参
加
費　

①
千
円
②
500
円
③
千
500

円
④
千
円
⑤
千
200
円

申
込
み　

11
／
６
㈬
か
ら
同
館
☎

32
６
４
７
７

※
時
間
・
詳
細
は
要
問
合
せ

※
事
前
予
約
優
先
。
②
は
事
前
予

約
の
み
受
付

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
講
座

◆
ク
ラ
フ
ト
講
座　

和
の
小
物

「
干
支
（
ね
ず
み
）
の
お
飾
り
つ

く
り
教
室
」
▽
12
／
17
㈫
13
時
半

〜
15
時
半
▽
20
人
▽
千
円
（
材
料

費
込
み
）
▽
講
師
：
田
仲
陽
子
氏

▽
持
ち
物
：
裁
縫
道
具

◆
新
春
名
作
16
ミ
リ
映
画
会
「
む

か
し
懐
か
し
い
16
ミ
リ
フ
ィ
ル

ム
」
名
画
鑑
賞
会
▽
令
和
２
年
1

／
４
㈯
14
時
〜
（
13
時
半
開
場
）

▽
無
料
▽
100
人

◆
新
春
津
軽
三
味
線
コ
ン
サ
ー

ト
▽
令
和
２
年
1
／
5
㈰
14
時

〜
（
13
時
半
開
場
）
▽
２
千
円
▽

100
人
▽
出
演
：
輝
＆
輝
（
白
藤
ひ

か
り
＆
武
田
佳
泉
に
よ
る
三
味
線

デ
ュ
オ
）

◆
新
春
の
食
育
体
験
「
お
い
し
い

き
の
こ
」
の
お
は
な
し
と
お
子
さ

ま
収
穫
体
験
会
▽
令
和
２
年
1
／

11
㈯
14
時
〜
（
13
時
半
開
場
）
▽

無
料
▽
60
人

◆
新
春
「K

IS
S
M
IL
E

ラ
イ
ブ
」

▽
令
和
２
年
1
／
12
㈰
14
時
〜

（
13
時
半
開
場
）
▽
２
千
円
▽
100

人
▽
出
演
：
仁
科
愛
（
エ
レ
ク

ト
ー
ン
）、Shuji（
ギ
タ
ー
＆
ボ
ー

カ
ル
）、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン

申
込
み　

11
／
5
㈫
10
時
か
ら
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
☎
22
９
１
１
１

訓練科名 実施日時 定員 受講料
技能検定準備講習
（機械検査2級）

12/3㈫・4㈬
9:00 ～ 16:00 10 5,040円

　　栃木県立県南産業技術専門校　技能講習会

申込み　開講日の10日前までに同校☎0284-91-0803

【
み
ん
な
の
情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ
】

　

掲
載
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

掲
載
希
望
の
方
は
秘
書
広
報
局
へ
☎
22

９
３
５
３﹇
原
稿
の
締
切
は
発
行
日（
毎

月
１
日
）
の
お
よ
そ
50
日
前
で
す
﹈

ジ
ー
‐
な
つ
か
し
い
栃
木
の
情
景

‐
」
11
／
24
㈰
ま
で
▽
テ
ー
マ
展

「
昭
和
天
皇
の
生
物
学
御
研
究
」
11

／
26
㈫
〜
令
和
２
年
１
／
19
㈰
▽

県
博
デ
ー
11
／
17
㈰
▽
問
同
館
☎

０
２
８
・
６
３
４
・
１
３
１
１

小
山
高
専
公
開
講
座

　

●
も
の
づ
く
り
教
室　
「
歩
く
お

も
ち
ゃ
を
作
ろ
う
」
▽
12
／
1
㈰ 

9
時
〜
正
午
▽
会
場
：
小
山
高
専

▽
対
象
：
小
学
生
〜
中
学
生
・
12
人

●
女
子
中
学
生
の
た
め
の
カ
ラ
フ
ル

Ｌ
Ｅ
Ｄ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
製
作

▽
12
／
1
㈰
13
時
半
〜
16
時
半
▽
会

場
：
小
山
高
専
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン

パ
ス
（
栃
木
市
倭
町 

14-

１
）
▽
対

象
：
中
学
生
・
5
人
●
毛
糸
や
ハ
ン

カ
チ
を
き
れ
い
な
色
に
染
め
て
か
わ

い
い
小
物
を
作
ろ
う
（
草
木
染
め
、

そ
の
２
）
▽
12
／
８
㈰
9
時
〜
正
午

▽
会
場
：
小
山
高
専
▽
対
象
：
小
学

生
〜
中
学
生
・
8
人
※
小
学
3
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
▽
詳
細
・
申
込

方
法
は
「
小
山
高
専　

公
開
講
座
」

で
検
索
！
▽
問
同
校
☎
⒇
２
８
６
１

マ
ロ
ニ
エ
医
療
福
祉
専
門
学
校
・

小
山
歯
科
衛
生
士
専
門
学
校

「
市
民
公
開
講
座
」

　

①
11
／
15
㈮
11
時
15
分
〜
12
時
15

分
「
親
子
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
教
室
」
②

11
／
22
㈮
10
時
〜
11
時
「
う
つ
病
に

つ
い
て
」
③
11
／
25
㈪
14
時
〜
15
時

「
社
会
資
源
〜
知
っ
て
お
き
た
い
！
社

会
資
源
・
サ
ー
ビ
ス
・
制
度
に
つ
い
て
」

　　関東職業能力開発大学校　能力開発セミナー

コース名 実施日時 定員 受講料

生産現場改善手法 12/4㈬・5㈭
9:30 ～ 16:10 20 9,000 円

PLCプログラミング技術 12/5㈭・6㈮
9:30 ～ 16:10 10 7,500 円

鉄鋼材料の熱処理技術 12/7㈯・14㈯
9:30 ～ 16:10 10 9,000 円

電気系保全実践技術 12/14㈯・21㈯
9:00 ～ 16:10 10 8,000 円

生産プロセスシミュレーション
による問題発見と改善検証

12/14㈯・21㈯
9:30 ～ 16:10 10 18,500 円

申込み　同校援助計画課☎31-1733またはFAX27-0240時期 市役所からこんにちは

上旬
■高齢者虐待防止
■発明クラブ参加募集

中旬
■ねんきん月間
■パープルリボン運動

下旬
■思桜会会員作品展示会
■ひとくち健康メモ「禁煙」

月間
■イベント情報／秘書広報局
■レッツエコ／環境課

 問秘書広報局☎22‒9353
11
月
の
行
政
テ
レ
ビ

11
月
県
立
美
術
館
開
催
行
事

　

菊
川
京
三
の
仕
事
‐『
國
華
』

に
綴
ら
れ
た
日
本
美
術
史
▽
会

期
：
11
／
２
㈯
〜
12
／
22
㈰
※

休
館
日
：
月
曜
日
（
11
／
４
㈪
は

開
館
）、
11
／
５
㈫
▽
問
同
館
☎

０
２
８
・
６
２
１
・
３
５
６
６

11
月
県
立
博
物
館
開
催
行
事

　

125
回
企
画
展
「
昭
和
ノ
ス
タ
ル



19　広報小山2019.11月号

▽
会
場
：
ま
ろ
に
え
サ
テ
ラ
イ
ト
教

室
（
ロ
ブ
レ
６
階
）
▽
対
象
：
①
未

就
学
児
〜
小
学
生
の
親
子
②
③
ど
な

た
で
も
▽
問
同
校
☎
⒇
３
５
５
０

確
認
し
ま
し
ょ
う
！
栃
木
県
最
低

賃
金
が
時
間
額
８
５
３
円
に
！

　

令
和
元
年
10
／
１
㈫
発
効
。
栃
木

県
最
低
賃
金
は
、
栃
木
県
の
区
域
内

の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者

と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
特
定
の
産
業
に
は
特
定
最
低

賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
▽
問

栃
木
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室
☎

０
２
８
・
６
３
４
・
９
１
０
９

11
月
は
「
標
準
営
業
約
款

普
及
登
録
促
進
月
間
」
で
す

　

標
準
営
業
約
款
と
は
、「
生
活
衛

生
関
係
営
業
の
運
営
の
適
正
化
及
び

振
興
に
関
す
る
法
律
」
で
定
め
ら
れ

た
消
費
者
（
利
用
者
）
擁
護
の
た
め

の
制
度
で
す
。
厚
生
労
働
大
臣
認
可

の
約
款
に
従
っ
て
営
業
す
る
こ
と
を

登
録
し
た
理
容
店
、美
容
店
、ク
リ
ー

ニ
ン
グ
店
、
め
ん
類
飲
食
店
お
よ
び

一
般
飲
食
店
で
は
、
店
頭
に
Ｓ
マ
ー

ク
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
登
録
店
は
技

術
・
安
全
・
衛
生
を
約
束
す
る
信
用

で
き
る
お
店
で
す
▽
問
（
公
財
）
栃

木
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
・
６
２
５
・
２
６
６
０

こ
ば
と
保
育
園
に

移
動
動
物
園
が
や
っ
て
く
る
！

　

11
／
６
㈬
10
時
〜
13
時
▽
会

場
：
こ
ば
と
保
育
園
園
庭
▽
小
動

物
触
れ
合
い
コ
ー
ナ
ー
▽
問
こ
ば

と
保
育
園
・
江
田
☎
27
０
２
０
９                                                

県
立
小
山
北
桜
高
等
学
校

「
北
桜
祭
」
※
一
般
公
開

　

11
／
９
㈯
９
時
〜
15
時
（
入
場
14

時
半
ま
で
）
▽
会
場
：
同
校
（
東
山

田
４
４
８-

２
９
）
▽
展
示
、
農
作

物
・
加
工
品
・
作
品
の
即
売
、
よ
さ

こ
い
ソ
ー
ラ
ン
部
演
舞
▽
Ｊ
Ｒ
小

金
井
駅
と
学
校
間
の
無
料
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
運
行
【
小
金
井
駅
東
口
（
発
）

８
時
10
分
、9
時
、10
時
、11
時
】【
小

山
北
桜
高
校
（
発
）
10
時
半
、
13
時

半
、14
時
半
、15
時
10
分
】
▽
ス
リ
ッ

パ
持
参
▽
校
内
撮
影
不
可
▽
問
同

校
☎
49
２
９
３
２

家
事
家
計
講
習
会

　

11
／
12
㈫
・
23
㈯
10
時
〜
正
午

▽
会
場
：
小
山
友
の
家
（
駅
東
通

り
２‒

１‒

11
）
▽
資
料
代
500
円
▽

託
児
あ
り
（
１
歳
以
上
の
お
子
さ

ま
・
300
円
・
要
予
約
）
▽
問
小
山

友
の
家
☎
23
０
０
９
４

無
料
調
停
相
談
会

　

11
／
14
㈭
10
時
〜
15
時
▽
会

場
：
小
山
城
南
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
（
ゆ
め
ま
ち
）
１
階
研
修
室

▽
金
銭
・
土
地
建
物
・
交
通
事
故

等
民
事
に
関
す
る
相
談
▽
問
小
山

調
停
協
会
☎
22
０
５
３
６

県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校

「
し
ら
さ
ぎ
祭
」

　

11
／
16
㈯
９
時
半
〜
14
時
半
▽

会
場
：
同
校
（
栃
木
市
皆
川
城
内

町
１
０
５
３
）
▽
児
童
生
徒
に
よ

る
演
技
発
表
・
学
習
発
表
、
作
業

製
品
の
即
売
、
模
擬
店
▽
問
同
校

☎
０
２
８
２
24
７
５
７
５

一
桃
舎
ま
つ
り

　

11
／
17
㈰
９
時
半
〜
13
時
▽
会

場
：
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

一
桃
舎
（
間
々
田
７
５
０‒

１
）
▽

模
擬
店
、
バ
ザ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
発

表
▽
問
一
桃
舎
☎
45
７
１
９
９

中
央
学
園
「
中
央
祭
」

　

11
／
17
㈰
11
時
〜
15
時
▽
会

場
：
同
学
園
校
舎
内
（
土
塔
２
３
４

-

２
）
問
同
学
園
☎
28
２
９
４
１

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
・
電
話
相
談

　

11
／
18
㈪
〜
24
㈰
８
時
半
〜
19

時
※
土
・
日
は
10
時
〜
17
時
▽
実
施

機
関
：
宇
都
宮
地
方
法
務
局
・
栃
木

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
※
人
権

擁
護
委
員
が
応
対
▽
☎
（
ナ
ビ
ダ
イ

ヤ
ル
）
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
パ
ワ
ハ
ラ
関
連
法
案
と

今
後
の
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
対
策
」

　

11
／
20
㈬
14
時
45
分
か
ら
（
14
時

開
場
）
▽
会
場
：
白
鷗
大
学
白
鷗
国

際
ホ
ー
ル
（
東
館
１
階
）
▽
無
料
▽
詳

細
は
「
過
労
死
防
止 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

で
検
索
！
▽
問
㈱
プ
ロ
セ
ス
ユ
ニ
ー

ク
☎
０
１
２
０
・
０
５
３
・
０
０
６

前
川
喜
平
講
演
会

　

11
／
23
㈯
14
時
半
か
ら
（
14
時

開
場
）▽
会
場
：
白
鷗
大
学
本
キ
ャ

ン
パ
ス
700
教
室
▽
内
容
：
前
文
科

省
宵
事
務
次
官
前
川
喜
平
氏
が
語

る
「
平
和
憲
法
と
教
育
」
▽
定
員
：

先
着
360
人
▽
問
小
山
・
九
条
の
会

（
松
島
）
☎
23
０
５
６
２

ゴ
ス
ペ
ル
体
験
＆
ラ
イ
ブ
（
無
料
）

　

11
／
30
㈯
14
時
か
ら
（
13
時

半
開
場
）
▽
会
場
：
道
の
駅
思

川 

小
山
評
定
館
▽
主
催
：
ゴ
ス

ペ
ル
ク
ワ
イ
ア
・
リ
ジ
ョ
イ
ス

オ
ー
ル
ウ
ェ
イ
ズ
▽
問
新
村
☎

０
８
０
・
３
０
０
２
・
７
２
７
３
、  

　　　　　　　　　gospelra@
gm
ail.com

税
理
士
＆
司
法
書
士
に
よ
る

相
続
・
贈
与
の
無
料
相
談
会

　

12
／
１
㈰
10
時
〜
15
時
▽
会
場
：

栃
木
県
司
法
書
士
会
館
（
宇
都
宮
市

幸
町
１‒

４
）
▽
相
談
方
法
：
面
接

▽
申
込
み
：
栃
木
県
司
法
書
士
会
☎

０
２
８
・
６
１
４
・
１
１
２
２

日
曜
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
９

　

12
／
８
㈰
10
時
〜
正
午
▽
会
場
：

健
康
医
療
介
護
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

▽
特
別
講
演
「
最
期
に
よ
り
そ
う
」

▽
講
師
：
玉
置
妙
憂
氏
（
看
護
師
・

僧
侶
）
▽
定
員
：
100
人
▽
申
込
み
：

お
や
ま
医
療
介
護
研
究
会（
ハ
ン
デ
ィ

ク
リ
ニ
ッ
ク
内
）
☎
28
６
７
７
７

婚
活
パ
ー
テ
ィ
「
苺
い
ち
笑
」

　

12
／
８
㈰
15
時
〜
18
時
半
▽

場
所
：
い
ち
ご
の
里
（
大
川
島

４
０
８
）
▽
対
象
：
25
歳
〜
50
歳

の
未
婚
の
男
女
・
各
25
人
※
男
性

は
小
山
市
在
住
・
在
勤
の
方
▽
詳

細
は
「
小
山
商
工
会
議
所
青
年
部
」

で
検
索
！
▽
問
小
山
商
工
会
議
所

青
年
部
事
務
局
☎
22
０
２
５
３

栃
木
県
医
療
安
全
講
習
会
「
上
手

な
病
院
の
か
か
り
方
〜
何
で
も
伝

え
ら
れ
る
患
者
に
な
り
た
い
！
〜
」

　

12
／
10
㈫
13
時
半
〜
15
時
半
▽
会

場
：
栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
第

１
会
議
室
（
宇
都
宮
市
本
町
１‒

８
）

▽
講
師
：
岡
本
佐
和
子
氏
▽
定
員
：

100
人
▽
申
込
み
：
栃
木
県
医
療
政
策

課
☎
０
２
８
・
６
２
３
・
３
０
８
５

和
紙
ち
ぎ
り
絵

「
子
」
の
干
支
小
色
紙
作
り

　

12
／
16
㈪
10
時
〜
正
午
▽
会

場
：
中
央
公
民
館
第
３
研
修
室
▽

定
員
：
10
人
▽
材
料
費
：
千
200
円

▽
問
和
紙
ち
ぎ
り
絵
「
小
山
虹
の

会
」・
相
宮
☎
24
３
６
０
２

小
山
Ｖ
ク
ラ
ブ
（
小
学
生
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
）
部
員
募
集

　

興
味
が
あ
る
子
、
体
を
動
か
す
の

が
好
き
な
子
、
一
緒
に
や
り
ま
せ

ん
か
？
▽
練
習
日
：
火
・
木
・
金

曜
日
の
16
時
〜
18
時
半
▽
会
場
：

大
谷
東
小
学
校
体
育
館
▽
問
西
川

☎
０
９
０
・
４
８
１
３
・
１
４
４
６
、

　n-tada6f63@
docom

o.ne.jp

小
山
Ｊ
Ｂ
Ｃ
（
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
ク
ラ
ブ
）
小
学
生
部
員
募
集 

　

練
習
日
：
毎
週
金
曜
日
▽
会
場
：

小
山
第
二
中
学
校
体
育
館
▽
問
芝
田

（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
委
員
）

☎
０
９
０
・
７
２
２
３
・
０
０
５
９
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すこやか通信 みんなの元気がおやまの元気　
健康増進課（保健 ･福祉センター 3階）

乳幼児健康相談（要申込）
期　日　12月11日㈬
計測のみの方　9:00 ～ 11:00
相談ありの方①9:00 ～ ②9:30 ～
　　　　　　③10:00 ～④10:30 ～
会　場　保健・福祉センター
持ち物　母子健康手帳
申込み　11月18日㈪13:00から
　　　　☎22-9527

メタボリックシンドローム対策事業
～からだスッキリ！運動教室～
（無料・要申込）
　運動普及推進員さんと一緒に手軽
なトレーニングを体験しましょう！
日　時　11月7日㈭・21日㈭
　　　　13:30 ～ 15:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
対　象　 40歳以上の教室に興味があ

る市民（運動制限のない方）
持ち物　 筆記用具、室内運動靴、飲

み物、タオル、ヨガマット
（お持ちの方）

申込み　☎22-9607

第6回小山の地域医療を考える市民会議
（無料・要申込）
　市民、医療関係者、行政などが一
つになって、小山の医療の現状を学
んだり、地域医療を広めるための活
動をしています。
日　時　11月8日㈮
　　　　18:30 ～ 20:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
申込み　☎27-0500

マシンを使った高齢者筋力向上
トレーニング（要申込）
会　場　保健センター分室（花垣町）
対　象　 65歳以上の方で、市が定め

る禁止基準に該当しない方
費　用　1,500円
コース　木曜日あるいは金曜日
回　数　1コース12回（週1回）
※9:30 ～ 16:00の間で自由に利用
※初回オリエンテーション
申込み　☎22-9616

マタニティクラス
（はじめてのきょうだいクラス）
日　時　12月18日㈬9:30 ～ 11:30
会　場　保健・福祉センター
内　容　 上の子とのかかわり方、妊娠

中の注意点、サポート制度等
対　象　 2人目以降の妊婦とその家

族(きょうだい・祖父母など)
持ち物　 母子健康手帳、申込書
受講料　テキスト代250円
問☎22-9527

歯周疾患検診のお知らせ
　対象者には、受診券を郵送していま
す。検診料金と一緒に医療機関へお持
ちください。
受診期間　令和2年1月31日㈮まで
対象者　 40･50･60･70歳の市民（市

民税特別徴収者を除く）およ
び後期高齢者医療制度加入の
前年度75歳に達した市民

受診場所　 市内の委託医療機関（一覧
は受診券に記載）

料　金　1,000円
※70歳および前年度75歳に達した方
は無料になります。当日は検診のみと
なります。治療が必要な場合は、後日
医療機関の診察を受けてください
問☎22-9522

OYAMA開運ラジオ ｢健康情報番組｣
のお知らせ(FM77.5)
　小山地区医師会・小山歯科医師会・
小山薬剤師会の先生方による、健康
や医療・介護についてお伝えする情
報番組です。
日　時　11月14日㈭12:00 ～
内　容　｢糖尿病について｣
※事前もくしは番組放送中にご質問
等、お受けします
問☎27-0500

食生活改善推進員による健康料理教室
（要申込）
　健康料理を楽しく作って食べましょう。
■減塩を考えたお正月にも役立つ料理

期　日 会　場
①11/21㈭ 間々田市民交流センター
②12/ 3㈫ 大谷公民館
③12/ 5㈭ 保健・福祉センター
④12/12㈭ 桑市民交流センター、

道の駅思川
時　間　10:00 ～
対　象　市内在住の成人各先着30人
参加費　600円程度
持ち物　エプロン・三角巾
申込締切　 ①11月14日㈭②11月26日㈫
　　　　③11月28日㈭③12月 5日㈭
申込み　☎22-9607

未病セミナー（要申込）
日　時　 2回1コース
　　　　①12月4日㈬14:15～ 16:00
　　　　②12月12日㈭13:30～15:30
会　場　健康医療介護総合支援センター
対　象　小山市民（運動制限のない方）50人
内　容　 ①医師加藤士郎先生による講話

②運動トレーナーによる運動実
技、管理栄養士による講話　等

申込み　☎22‒9520
　　　　定員になり次第終了

開運おやま健康マイレージの応募
　今年度の応募締め切り
は令和2年3月13日㈮です。
ポイントが10点集まった
ら、ポイントカードへ必要
事項をご記入のうえ、パンフレットに
記載された方法で応募してください。
問☎22-9532

身体改善！メタボ予防教室
40～ 60歳代男性向け （無料・要申込）
日　時　 2回1コース　①12月1日㈰

②令和2年1月25日㈯　
　　　　共に9:15 ～ 12:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
対　象　市内在住の40～ 60歳代男性
　　　　30人（運動制限のない方）
内　容　 
①パーソナルトレーナー野島賢先生
による講話、運動実技②運動トレー
ナー廣瀬武蔵先生による運動実技
その他保健師・管理栄養士による講話、
内臓脂肪測定・血管年齢測定・体組成
測定等（希望者には血液検査・別日程）
持ち物　 健診受けた方は結

果書、室内運動靴、
飲み物

申込み　☎22‒9520
　　　　定員になり次第終了 なくそう！望まない受動喫煙

○受動喫煙とは？
　本人は喫煙をしなくても身の回りのたばこの煙を吸ってし
まうことを「受動喫煙」と言います。喫煙者が吸っている煙だ
けではなくたばごから立ち昇る煙や喫煙者が吐き出す煙にも、
ニコチンやタールはもちろん多くの有害物質が含まれており、
受動喫煙による健康影響は深刻です。受動喫煙による肺がん
のリスクは1.28倍、虚血性心疾患のリスクは1.3倍、脳卒中の

リスクは1.24倍とされています。さらに受動喫煙は子どもの呼吸器疾患や
中耳炎、乳幼児突然死症候群を引き起こすことが指摘されています、また、
妊婦やその周囲の人の喫煙によって低体重児や早産のリスクが上昇します。
○ご存知ですか？受動喫煙をなくすために、健康増進法が一部変わりました！
　平成30年7月、望まない受動喫煙を予防するために、健康増進法が改正されま
した。令和元年7月1日から、学校、病院、児童福祉施設等、行政機関などの第1
種施設が原則敷地内禁煙となり、令和2年4月1日からは、第1種施設以外の多数
の者（2人以上）が利用する施設等が原則屋内禁煙となります。また、受動喫煙
による健康影響が大きい20歳未満の方は、喫煙エリアに立入禁止になります。
○受動喫煙をなくすために出来ること
　健康増進法が一部改正されたことで、望まない受動喫煙を防止するため
の取組は、マナーからルールへと変わります。全ての人に喫煙禁止場所に
おいて喫煙しない義務、喫煙を希望する際、望まない受動喫煙を生じさせ
ないよう周囲の状況に配慮する義務があります。自分や周りの人の健康を
守るために、望まない受動喫煙をなくしましょう。

問☎22-9607



すこやか通信

ひとくち 健 康メモ
みんなの元気がおやまの元気

□夜間休日急患診療所
場所　神鳥谷2251-7（健康医療介護総合支援センター内 )
☎ 39-8880・FAX39-8882
受付　診療終了15分前まで
※内科医等が、小児科の診察を担当することがあり
ますので、事前に電話をしてから来院してください

□休日急患歯科診療所
場所　神鳥谷2251-7（健康医療介護総合支援センター内)
☎39-8881・FAX39-8883
日時　日曜・祝日・振替休日・年末年始（12/29、12/31～1/3、1/5）
　　　10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
受付　診療終了 15分前まで
※夜間休日急患診療所および休日急患歯科診療
所の南側に夜間休日対応の院外薬局（3 薬局）
があります
※年末年始の開設日の詳細はHPをご覧ください

日　時 科　目
平日・土曜日 19:00 ～ 22:00

内　科
小児科

日曜・祝日・振替
休日・年末年始
（12/31 ～ 1/3）

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00
18:00 ～ 21:00 

番号 医療機関名 所在地 電話番号
① 小金井中央病院 下野市小金井2-4-3 ☎44-7000
② 石橋総合病院 下野市下古山1-15-4 ☎53-1134
③ 小山整形外科内科 小山市雨ケ谷753 ☎31-1331
④ 杉村病院 小山市城山町2-7-18 ☎25-5533・5534
⑤ 光南病院 小山市乙女795 ☎45-7711
⑥ 野木病院 野木町友沼5320-2 ☎0280-57-1011

受付　土・休日前（　　の部分）
　　　17:00 ～翌日 17:00
　　　上記以外　
　　　17:00 ～翌日 9:00
　受診するときは、事前に電話
で確認してください。各医療機
関では、夜間、医師が交代で当
直制をとっており、希望する治
療が困難な場合もあります。

□在宅当番医　カレンダー内番号が、当番医療機関となります。

※在宅当番医は、（一社）小山地区医師会の協力のもと実施しています
問☎27-0500

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④
8 9 10 11 12 13 14

③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤
15 16 17 18 19 20 21
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥
22 23 24 25 26 27 28
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤
29 30 31
②⑥ ①③ ②④

申込み　3月に配布した「2019年度健康
のしおり」の検診申込み書からお申込み
ください。折り返し「集団健診のお知ら
せ（問診票）」を送付します。
「2019年度健康のしおり」は健康増進課
窓口や各出張所に置いてあります。
❖受診日は「集団健診のお知らせ（問診票）」
をご覧ください。
❖骨粗しょう症検診（700円･70歳は無料）は、
検診当日40･45･50･55･60･65･70歳の女性が
対象となります。ご希望の方は、年齢確認ので
きるものを持参し各会場へ直接お越しください。
（事前申込み不要）
❖保健・福祉センターの検診は、駐車場が混み
合う可能性があります。乗り合わせや公共交通
機関の利用等、ご協力をお願いします。

12月の集団健診（要申込）＊9・10・11月生まれの方対象

検診日・受付時間
検診項目 女

性
の
み

会　場特定健診
（基本健診）

がん 女性がん 骨粗しょ
う症胃 肺・大腸 前立腺 子宮 乳

3 ㈫ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 寒川公民館
4㈬ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 絹公民館
5㈭ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 穂積公民館
9㈪ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × ○ ○ ☆ 保健・福祉センター

10㈫ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ☆ 健康医療介護総合支援センター
14:00～15:30 × × × × ○ ○ × ☆ 健康医療介護総合支援センター

11㈬ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ☆ 間々田市民交流センター
12㈭ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × ○ ○ ☆ 保健・福祉センター
13㈮ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 小山東出張所
14㈯ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ☆ 桑市民交流センター
15㈰ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター
16㈪ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ☆ 保健・福祉センター
17㈫ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 健康医療介護総合支援センター
18㈬ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ☆ 道の駅 思川
19㈭ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × ○ ○ ☆ 健康医療介護総合支援センター
20㈮ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × ○ ○ ☆ 健康医療介護総合支援センター
21㈯ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ☆ 健康医療介護総合支援センター
22㈰ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ☆ 保健・福祉センター

24㈫ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター
14:00～15:30 ○ × ○ ○ × × × 保健・福祉センター

問☎22-9522・9523

12月の一次(初期)救急医療機関
急な発熱・頭をぶつけた・嘔吐、けいれんなど判断に困ったら
とちぎ子ども救急電話相談　#8000

救急車を呼ぶ？病院に行くか？迷ったときは(概ね15歳以上)
とちぎ救急医療電話相談　#7111

問健康増進課　☎22-9508
◆糖尿病とは　どんな病気？
　血液中のブドウ糖は、インスリンというホルモンにより調整さ
れていますが、肥満や食べすぎ、運動不足などにより、インスリ
ンが足りなくなったり、働きが悪くなると、ブドウ糖が細胞に運
ばれなくなり、血液中にあふれてしまって糖尿病を発病します。
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糖尿病を予防しよう！

　　　　気をつけたい生活習慣　　　　

過　　食：メタボリックシンドロームを引き起こす原因の
一つ。メタボは全ての疾患を引き起こします。

喫　　煙：交感神経を刺激して血糖を上昇させるだけで
なく、体内のインスリンの働きを妨げる作用
があります。

飲　　酒：多量飲酒は糖尿病発症を促進する可能性があ
ります。また腎不全の危険因子となります。

運動不足：食後の血糖の過度な上昇を抑えづらくなり、
血糖コントロールが難しくなります。

塩分のとりすぎ：血圧を上げ、糖尿病の合併症を進める要因です。

◆糖尿病を放置するとどうなるの？
　糖尿病と診断されたら食事や運動
など生活習慣を気を付けることで、
状態を悪化させず健康な生活を送る
ことも可能です。しかし、放置する
と様々な合併症を引き起こし生活に
多くの制限を伴う可能性があるので
重症化を防ぐため血糖値のコント

ロールが重要です。また、すでに治療等が必要で受診している
方でも、自覚症状が出にくいため中断してしまう方も少なくあ
りません。中断してしまうと血糖のコントロールがうまくいか
ず重度の合併症を引き起こす場合もあります。

※病院に通院している型は、生活習慣について主治医と相談し、自
分に適した指示を受けてください

◆糖尿病の発症や重症化を予防するには？



◎白鷗法律相談（無料）弁護士教員が、皆さんの民事の法的悩み・紛争などについて法律的な助言をさせていただきます
相談日 時　間 受付件数 実施場所 申込み受付

2･9･16･23㈪ 16:30～17:10（40分間）
17:20～18:00（40分間） 各日先着2人 白鷗大学本キャンパス

（小山駅東口前）
電話にて事前申込みが必要　☎20‒8110
受付11/25㈪から　　時間9:00～16:30

ひとりで悩まず、ご相談ください。秘密は厳守、相談は無料です。
相談先がご不明な場合は、生活安心課☎22‒9282 へお問合せください。月の相談 12
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　　 図書館つうしん（12月分）
■おはなし会

※会場の記載が無いものは中央図書館

名称（会場） 日　時
としょかんこども会
クリスマス会 4㈬ 15:30
おやま分館ピッコロおはなし会
(小山分館) 6㈮ 11:00

おはなしメロディ 8㈰ 14:00
ままだ分館おはなしかい
(間々田分館) 10㈫ 15:30

おはなしこんにちは 11㈬ 10:30
おこれんのおはなし会 15㈰ 14:00
おはなしウェンディ０・１・２ 18㈬ 11:00
わくわくマルベリーおはなし会
(桑分館) 21㈯ 13:30
子ども司書
クリスマスおはなし会 22㈰ 10:30

はなしのこべやおはなしかい 14:00

■12月の各館休館日・書籍等の返却方法
○中央図書館　☎21-0750
　2㈪・9㈪・16㈪・23㈪・26㈭・29㈰・30㈪・31㈫
　正面入口の「夜間・休館日用返却ポスト」へ
○小山分館　☎22-9575
　2㈪・9㈪・16㈪・23㈪・26㈭・29㈰・30㈪・31㈫
　中央市民会館入口の「返却ポスト」へ
○間々田分館　☎41-6230
　2㈪・9㈪・16㈪・23㈪・26㈭・29㈰・30㈪・31㈫
　間々田市民交流センター入口の「夜間・休館
　日用返却ポスト」へ
○桑分館　☎22-4544
　2㈪・9㈪・16㈪・23㈪・26㈭・29㈰・30㈪・31㈫
　桑市民交流センターの「夜間・休館日用返
　却ポスト」へ
※CD・DVD・ビデオテープ・紙芝居・他館から
の借用資料は、破損の恐れがありますのでポ
ストへの返却はご遠慮ください

◎
専
門
相
談

名　称 日　時 内容・問合せ等
行政相談 14㈯･18㈬10:00～12:00 行政相談委員

生活安心課
☎22‒9282

登記相談予約制 11㈬10:00～12:00 司法書士・土地家屋調査士
交通事故相談予約制 10･24㈫10:00～15:00 栃木県民プラザ室交通事故相談員
税金なんでも相談予約制 19㈭13:30～15:30 税理士
行政書士専門相談
予約制 18･25㈬10:00～12:00 相続や遺言、農地転用、開発行為等、書類や手続きに関する相談
不動産相談予約制 3㈫  9:00～12:00 宅建協会による土地･建物に関する相談
家庭内困りごと相談予約制 15㈰13:30～16:10 元家庭裁判所調査官
ファイナンシャルプラン
ナーによる納税相談予約制 12月はありません 納税相談室　納税課☎22‒9444

人権相談 13㈮10:00～15:00 人権擁護委員　人権推進課☎22‒9292

子育て家庭生活相談
予約制

11㈬  9:30～11:30
21㈯14:00～16:00 場所：中央公民館

子育て
包括支援課
☎22‒9664

4㈬ 9:30～11:30
7㈯14:00～16:00 場所：大谷出張所

7㈯14:00～16:00
18㈬ 9:30～11:30 場所：間々田出張所

4㈬ 9:30～11:30 場所：桑出張所
11㈬ 9:30～11:30 場所：豊田出張所

こころの相談予約制 12月はありません 場所：福祉課 福祉課
☎22‒9619

心配ごと相談
（生活全般の相談）

3･17㈫10:00～15:00
10･24㈫13:00～15:00

場所：社会福祉協議会
　3･17㈫は電話相談可（30分以内）

社会福祉協議会
☎22‒9501

精神保健福祉相談予約制 12月はありません 精神科医師　県南健康福祉センター☎22-6192
※保健師相談の場合は随時（予約時に日時確認）

女性のための心の相談予約制 16㈪13:30～16:15 女性カウンセラー　男女共同参画課☎22‒8078
創業･経営･キャリア・クラウド
ファンディング相談予約制

 7･21㈯
9:00～12:00

中小企業診断士、ビジネスコーチ※日程変更可
工業振興課☎22‒9396

◎
通
常
相
談　

月
〜
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

名　称 時　間 問　合　せ

市民相談 8:30～17:15 生活安心課☎22‒9282

家庭児童相談 9:00～17:00 子育て包括支援課☎22‒9626
ひとり親家庭相談 9:00～17:00 子育て包括支援課

☎22‒9627婦人相談 9:00～17:00

認知症相談
8:30～17:15 地域包括ケア推進課☎22‒9648
※必要時、専門医等の相談も可

シニアの社会
参加相談 8:30～17:15 地域包括ケア推進課☎22‒9852

青少年相談

面接予約制
9:00～17:00

青少年相談室
☎25‒4002

電話相談
10:00～17:00

☎25‒4006
※土日も受付

外国人ふれあい
子育てサロン 9:00～17:00 外国人地域支援センター

☎23‒1042

外国人相談 8:30～17:15 多文化共生総合支援センター☎22‒9439

消費生活相談 9:00～16:00 消費生活センター☎22‒3711

県民相談 9:00～16:00 小山県民相談室☎22‒9164

労働相談 8:30～17:15 小山労政事務所☎22‒4032

こころの
ダイヤル

9:00～17:00 県精神保健福祉センター
☎028‒673‒8341

※第2･4水曜日9:30～11:30 は
　医療相談

ＤＶ相談 9:00～17:00 配偶者暴力相談支援センター☎22‒9602

◎
弁
護
士
相
談

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

法律相談月初めから予約 15㈰ 9:30～12:30 生活安心課☎22‒9282

女性の生き方なんでも
相談月初めから予約 20㈮10:00～12:00 男女共同参画課☎22‒8078※弁護士（女性）

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）
心配ごと相談予約制
（生活全般の相談）

10･24㈫
10:00～12:00

社会福祉協議会☎22‒9501
※心配ごと相談員が同席

法律とこころの相談予約制 5㈭10:00～12:00 福祉課☎22‒9619

■移動図書館「せきれい」巡回日程

（天候などにより変更になる場合あり）

11月 開設時間 会　場
26 ㈫ 12:55 ～ 13:45 豊田南小学校
27㈬ 10:10 ～ 10:40 もみじ保育所
28㈭ 13:00 ～ 13:40 網戸小学校

29㈮
10:10 ～ 10:40 萱橋小学校
12:50 ～ 13:40 大谷東小学校

12 月 開設時間 会　場

3 ㈫
10:00 ～ 10:30 寒川小学校
12:50 ～ 13:40 乙女小学校

4㈬
9:55 ～ 10:35 中小学校
13:00 ～ 13:50 間々田小学校

5㈭
10:30 ～ 11:20 小山東ニュータウン
13:00 ～ 13:30 下生井小学校

6㈮ 13:00 ～ 13:50 羽川西小学校

10㈫
10:10 ～ 10:40 中久喜保育所
13:00 ～ 13:50 間々田東小学校

11㈬
10:10 ～ 10:40 絹保育所
12:40 ～ 13:30 豊田北小学校

12㈭
9:50 ～ 10:20 穂積小学校
12:45 ～ 13:35 羽川小学校

13㈮ 10:00 ～ 10:30 絹義務教育学校
17㈫ 9:55 ～ 10:10 大谷南小学校

■「子どもと本をつなぐ講座」 問☎21-0751
日　時 テーマ

① 11/16 ㈯
14:00～15:30

『きょうりゅうのおおきさってど
れくらい？』ができるまで
（講師　大島　英太郎　氏）

② 11/30 ㈯
14:00～15:30

本の虫、作家になる。
～ふるさと小山での日々と今～
（講師　落合　由佳　氏）

会　場　中央図書館　視聴覚ホール

■「としょかんこども会クリスマス会」
日時　12月4日㈬15：30～16:00
会場　中央図書館　児童開架室おはなしコーナー
内容　 クリスマスにちなんだ絵本や紙芝居など

のおはなし会

■「子ども司書クリスマスおはなし会」
日時　12月22日㈰10：30～11:30
会場　中央図書館　児童開架室おはなしコーナー
内容　 子ども司書によるクリスマスのおはなし会

●イベント情報



納税のお知らせ 土日市民課業務窓口開庁日 平日市民課窓口業務延長

■12月は固定資産税4期、国民健康保険税（普
通徴収）・介護保険料（普通徴収）・後期高
齢者医療保険料（普通徴収）6期の納期月で
す。納期限は12月25日㈬です。
■コンビニ納付や月曜日～木曜日（祝日除く）
19:00までの納税窓口延長もご利用ください。
■12月の日曜納税相談窓口は12月22日㈰
8:30 ～ 17:15です。
■12月の自動電話催告は12月15日㈰18:00
～ 20:00、16日㈪18:30 ～ 20:30です。
問納税課☎22‒9444

日　

時

12月1日㈰・7日㈯・8日㈰・14日㈯・
15日㈰・21日㈯・22日㈰　各8:30 ～ 17:15
※12月28日㈯～ 1月5日㈰は年末年始およ
びシステム点検のため、市民課および小山
城南出張所は閉庁します

毎週火・木曜日19:00まで延長
します※取扱い業務についてはお
問合せください

場　

所

市民課☎22‒9402
小山城南出張所☎31‒3650
※小山城南出張所は月曜定休

問市民課☎22‒9402
祝日の届出（死亡・出生・婚姻
等）は、本庁舎北側入口の宿直
室にて受付します。夜間等、緊
急な場合は、宿直室☎22‒9420
へご連絡ください。
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12月 カレンダー広報

※ の事業は、「開運おやま健康マイレージ」対象事業です
※カレンダーの内容は、10月中旬現在の情報をもとに作成しています。内容が変更になる場合がありますが、ご了承ください

名　称 時　間 会　場 問　合　せ

継続事業

祝 小山市制65周年 第66回小山市民文化祭
（～ 12月1日㈰） 文化センター、中央公民館、道の駅思川 文化振興課☎22‒9694

祝 小山市制65周年記念事業 第72回企画展 
小山藩主本多正純（～ 12月1日㈰） 9:00 ～ 17:00 博物館 博物館☎45‒5331

祝 小山市制65周年 開館10周年 第48回企画展「呉
夏枝 手にたくす、糸へたくす」（～ 12月15日㈰） 9:00 ～ 17:00 車屋美術館 車屋美術館☎41‒0968

1日 ㈰ みんなで歩け歩け運動5.0㎞ 8:45 集合 佐野駅（南口）集合 生涯スポーツ課☎21‒2695
2日 ㈪
3日 ㈫
4日 ㈬
5日 ㈭
6日 ㈮
7日 ㈯

8日 ㈰

祝 小山市制65周年 第42回おやま思川マラ
ソン大会 8:30 ～ 小山総合公園森のはらっぱおよ

び粟宮・間中方面 体育協会事務局☎30‒5856

羽子板作り教室※要申込 9:30 ～ 12:00 博物館　体験学習室 博物館☎45-5331
祝 間々田のじゃがまいた国重要無形民俗
文化財指定記念　祝 小山市制65周年記念
事業 市民オペラ「小山物語」

13:30開場 文化センター大ホール 文化振興課☎22‒9662

9日 ㈪
10日 ㈫
11日 ㈬
12日 ㈭
13日 ㈮

14日 ㈯

太陽観測会 11:00～ 12:30 博物館　駐車場 博物館☎45-5331
天体観望会 18:00～ 19:30 生井公民館 博物館☎45-5331
歴史講演会「震災・原発事故と文化財レス
キュー」～災害から地域文化を守るために～
※要申込

13:30～ 15:00 博物館　視聴覚室 博物館☎45-5331

15日 ㈰
16日 ㈪
17日 ㈫
18日 ㈬

19日 ㈭ 祝 小山市制65周年記念事業NHK「新・BS
日本のうた」公開収録※要事前申込（抽選） 18:00開場 文化センター大ホール 秘書広報局☎22-9353

20日 ㈮
21日 ㈯
22日 ㈰
23日 ㈪
24日 ㈫
25日 ㈬
26日 ㈭ 特別観測会「日食を見よう」 14:00～ 15:30 博物館　駐車場 博物館☎45-5331
27日 ㈮
28日 ㈯
29日 ㈰
30日 ㈪
31日 ㈫ 大晦日

政光くん・寒川尼ちゃん
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広報おやまに関するご意見の募集 問秘書広報局☎22‒9353
　秘書広報局では広報紙をより良いものにしていくために市民の方からご意見
を募集しています。
意見提出方法：①氏名（匿名も可）②性別③年齢（年代）④ご意見
を記入（様式に指定はございません）の上、
「〒 323-8686（住所不要）小山市役所秘書広報局広報紙担当」へ郵送または
市内各出張所等に設置されている「市民ポスト」へ投函ください。
また、右記QRコードからもご意見を受け付けています☞

【小山市消防署調べ】

119番は、火災や救急などの災害を通報する緊急専用回線です
火災•災害情報や救急当番病院の案内はテレフォンサービス

☎０１８０－９
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に
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９０ 【24時間対応】

9月中の火災・救急

※（ ）内は1月からの累計 遡った件数含む
火災　3件(44件)　救急　730件(6,544件)

【小山警察署調べ】9月中の交通事故
事故　33件(282件)　負傷者　45人(339人)　死者　0人(7人)
※（ ）内は1月からの累計 遡った件数含む

同報系防災行政無線から流れ
た放送内容を確認するときは、
テレフォンサービス

☎０１８０－
９９２－０
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１
【24時間対応】

本紙10月号P28のすくすく写真館において誤りがございました。
お詫びして訂正いたします。
【訂正内容】橋本かぐらちゃんの住所
　　　　　誤：（犬塚）　正：（中島）　
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•広報おやま
•小山市公式ホームページ
•おやま生き生き好齢者応援サイト

問管財課☎22‒9322


